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※
本
稿
で
は
歴
史
的
用
語
と
し
て
「
朝
鮮
」「
朝
鮮
人
」
の
語
を
用
い
る
。

　
　
　
　

�

※
引
用
文
中
に
は
、
今
日
か
ら
見
て
差
別
的
な
表
現
も
含
ま
れ
る
が
、
歴
史

的
資
料
性
を
考
え
、
原
文
の
ま
ま
引
用
す
る
。

一　

高
木
市
之
助
と
植
民
地
朝
鮮

　
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉
と
い
う
テ
ー
マ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
の
一

つ
は
、
植
民
地
朝
鮮
（
一
九
一
〇
～
一
九
四
五（

（
（

）
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の

受
容
で
あ
る
。

　

太
平
洋
戦
争
下
、
日
本
文
学
研
究
者
の
徐ソ

斗ド
ゥ

銖ス 

서
두
수
（
一
九
〇
七
～

一
九
九
四
）、
詩
人
の
金キ
ム

億オ
ク 

김
억
（
一
八
九
三
～
一
九
五
〇
？
）
は
『
萬
葉
集
』

を
朝
鮮
語
に
翻
訳
し
た（

（
（

。
ま
た
、
京
城
の
中
学
校
で
学
ん
だ
韓
国
・
朝
鮮

研
究
者
の
田
中
明
（
一
九
二
六
～
二
〇
一
〇
）
は
、
戦
後
の
一
九
七
〇
年
代

半
ば
に
、
京
城
高
等
商
業
専
門
学
校
に
進
学
し
た
同
級
生
（
日
本
人
）
の

友
人
金
氏
が
、
酒
食
の
会
の
二
次
会
で
、
突
然
立
ち
上
が
っ
て
「
海
ゆ
か

ば
」（
詞
は
『
萬
葉
集
』
の
大
伴
家
持
の
「
陸
み
ち
の
く
の奥
国く
に

に
金く
が
ねを
出い

だ
す
詔せ
う

書し
よ

を
賀ほ

く
歌
一

首
幷あ
は

せ
て
短
歌
」
の
長
歌
〈
巻
一
八
・
四
〇
九
四
〉
に
引
用
さ
れ
た
大
伴
氏
の
言
立
て
〈
誓

い
の
詞
〉。
信
時
潔
作
曲
）
を
歌
い
始
め
た
こ
と
を
記
す
。
気
づ
く
と
自
分
も

懸
命
に
歌
っ
て
い
た
田
中
は
、
こ
の
経
験
を
「
歴
史
の
一
時
期
を
共
に
生

き
た
者
同
士
が
、
政
治
な
ど
で
は
汲
み
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
胸
底
に

あ
る
も
の
を
、
こ
ん
な
機
会
に
で
も
と
、
交
信
し
合
っ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
」
と
受
け
止
め
て
い
る（

（
（

。

　

植
民
地
時
代
、『
萬
葉
集
』
は
高
等
教
育
を
受
け
た
朝
鮮
の
人
々
の
間

で
受
容
さ
れ
、
そ
の
心
底
に
戦
争
の
時
代
の
記
憶
を
深
く
刻
み
付
け
る
も

の
と
な
っ
た
。
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
受
容
を
、
朝
鮮
に

お
け
る
日
本
の
「
国
文
学
」
の
「
移
植（

（
（

」
や
、
日
本
の
文
学
者
と
朝
鮮
の

文
学
者
の
交
渉
を
視
野
に
入
れ
て
歴
史
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
日
、

日
本
と
朝
鮮
半
島
の
人
々
が
、『
萬
葉
集
』
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
、
そ
の

研
究
を
進
め
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
潜
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
道
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
の
出
発
点
と
し
て
、
高
木
市
之
助
（
一
八
八
八
〈
明
治
二
一
〉

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之
助

小　

松　

靖　

彦
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二
月
五
日
～
一
九
七
四
〈
昭
和
四
九
〉
一
二
月
二
〇
日
）
の
植
民
地
朝
鮮
に
お
け

る
研
究
と
教
育
の
歴
史
的
検
討
を
試
み
た
い
。
高
木
は
、『
萬
葉
集
』
を

始
め
、
記
紀
歌
謡
、『
古
事
記
』、『
平
家
物
語
』、
中
世
・
近
世
歌
謡
、
芭

蕉
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
亙
っ
て
、
日
本
文
学
を
〈
文
芸
学
〉
的
に
研
究

し
た
日
本
文
学
研
究
者
で
あ
る
。

　

高
木
は
、
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
一
三
年
間
（
三
八
～

五
一
歳
）、
京
城
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
研
究
と
教
育
に
従
事
し
、
九
州
帝

国
大
学
教
授
転
任
（
一
九
三
九
年
四
月
一
日
（
（
（

）
後
も
植
民
地
朝
鮮
と
関
わ
り

続
け
た
。
高
木
の
日
本
文
学
研
究
の
骨
格
は
、
こ
の
京
城
帝
国
大
学
教
授

時
代
に
形
成
さ
れ
た
。
し
か
も
、
京
城
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
に
発
表
し
た

文
章
が
、
高
木
の
主
要
な
研
究
と
思
想
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
萬
葉
集
』
を
朝
鮮
語
に
訳
し
た
徐
斗
銖
は
、
京
城
帝
国
大
学
で
の
高

木
の
教
え
子
で
あ
る
（
徐
斗
銖
は
植
民
地
時
代
に
梨
花
女
子
専
門
学
校
教
授
。
解
放

後
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
留
学
し
韓
国
文
学
を
研
究
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
で
研
究
と
教
育
に
従
事
）。
高
木
は
、
講
演
会
、
ラ
ジ
オ
放
送
、「
国
語

講
習
会
」
の
講
師
も
度
々
務
め
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
、
日
本
文
学
の

普
及
に
努
め
た
。

　

朝
鮮
総
督
府
学
務
局
と
強
い
繋
が
り
を
持
ち
、
長
期
に
亙
り
朝
鮮
総
督

府
視
学
委
員（

（
（

を
務
め
、
日
本
文
学
研
究
者
と
し
て
、
ま
た
元
文
部
省
図
書

監
修
官
と
し
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
「
国
語
教
育
」
に
携
わ
っ
た
。
朝
鮮
の

「
国
語
教
育
」
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
朝
鮮
総
督
府
編
修
官
・
森
田
梧

郎
（
一
八
九
六
～
一
九
五
〇
（
（
（

）
も
高
木
の
教
え
子
で
あ
る
。

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
経
歴
を
辿
る
と
、
彼
が
一
般
の
「
帝
国

大
学
教
授
」
で
は
な
く
、
朝
鮮
有
数
の
文
化
人
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

高
木
は
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
一
〇
月
一
三
日
に
、
朝
鮮
総
督
府

京
城
医
学
専
門
学
校
教
授
に
就
任
し
た
が（

（
（

、
同
校
に
赴
任
せ
ず
、
同
月
に
、

朝
鮮
総
督
府
在
外
研
究
員
と
し
て
、「
文
学
研
究
法
研
究
」の
目
的
で
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た（

（
（

。
一
九
二
六
年
四
月
一
日
に
、
京
城
帝
国
大
学
教
授

に
就
任（

（1
（

。
帰
朝
ま
で
は
定
員
外
の
取
り
扱
い
と
さ
れ
た（

（1
（

。
そ
の
後
、
以
下

の
要
職
を
占
め
た
。

・�

朝
鮮
総
督
府
視
学
委
員
（
一
九
二
七
年
一
〇
月
一
九
日
任
命
～
一
九
三
二

年
三
月
、
一
九
三
五
年
四
月
～
一
九
三
九
年
三
月
（
（1
（

）

・
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
長
（
一
九
三
二
年
三
月
～
一
九
三
三
年
三
月
（
（1
（

）

・�

高
等
官
一
等
（
一
九
三
二
年
九
月
。
朝
鮮
総
督
府
平
安
北
道
知
事
・
石
川
登

盛
と
同
時
陞
叙
（
（1
（

）

・�

京
城
教
化
団
体
聯
合
会
龍
山
教
化
区
教
化
委
員
会
顧
問
（
一
九
三
四

年
二
月
。
朝
鮮
軍
司
令
官
・
川
島
義
之
、
第
二
〇
師
団
長
・
梅
崎
延
太
郎
、
京

城
日
報
社
長
・
時
実
秋
穂
、
元
京
城
検
事
正
・
長
尾
戒
三
と
と
も
に
就
任
（
（1
（

）

・
京
城
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長
（
一
九
三
四
年
三
月
～
一
九
三
五
年
五
月
（
（1
（

）

・
京
城
帝
国
大
学
評
議
員
（
一
九
三
五
年
六
月
～
？
（
（1
（

）

・
朝
鮮
文
芸
会
座
長
（
一
九
三
七
年
五
月
（
（1
（

）

　
「
京
城
日
報
」、「
朝
鮮
新
聞
」
が
高
木
の
動
向
を
度
々
報
じ
て
い
る
の
も
、

彼
が
朝
鮮
を
代
表
す
る
文
化
人
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　

高
木
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
受
容
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
の
「
国
文
学
」
の
移
植
、
日
本
の
文
学
者
と
朝
鮮
の
文
学
者
の
交
渉
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に
お
い
て
も
鍵
と
な
る
重
要
な
人
物
と
言
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研
究
と
教
育
の
変
化
を
俯

瞰
す
る
。
高
木
の
研
究
と
教
育
は
、
滞
在
初
期
に
は
、
朝
鮮
の
民
謡
や
朝

鮮
語
へ
の
関
心
を
寄
せ
つ
つ
、〈
世
界
性
〉
の
可
能
性
を
宿
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
三
五
年
か
ら
〈
民
族
性
〉
に
重
心
を
移
し
て
い
く
。

一
九
四
〇
年
に
は
、〈
世
界
性
〉
に
回
帰
し
合
理
性
を
志
向
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
が
非
合
理
な
天
皇
へ
の
崇
敬
と
無
媒
介
に
共
存
す
る
と
い
う
異
形
の

も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
螺
旋
的
軌
跡
を
描
か
せ
た
も
の
が
何
で

あ
っ
た
か
を
見
つ
め
た
い
。

　

な
お
、
本
論
は
高
木
の
滞
在
初
期
の
研
究
と
教
育
に
〈
世
界
性
〉
の
可

能
性
を
認
め
る
が
、
そ
れ
は
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
立
場
を
擁
護

す
る
も
の
で
は
な
い
。
高
木
が
支
配
者
側
と
し
て
植
民
地
政
治
を
積
極
的

に
行
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
直
ち
に
断
罪
す
る
立
場

も
採
ら
な
い
。
な
ぜ
高
木
が
こ
の
よ
う
な
軌
跡
を
辿
り
、
被
支
配
者
で
あ

る
朝
鮮
人
か
ら
遥
か
に
遠
い
地
点
に
到
達
し
て
し
ま
っ
た
か
を
歴
史
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す（

（1
（

。
植
民
地
支
配
に
関
わ
っ
た
日
本
文
学
研

究
者
の
本
質
的
問
題
点
を
剔
抉
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
の
歴
史
的
教
訓
を
得
る
方
途
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

二　

高
木
市
之
助
の
朝
鮮
人
認
識

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
評
価
は
必
ず
し

も
十
全
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
の
理
由
は
、『
高
木
市
之
助
全
集
』（
以
下
、『
全
集
』）
に
収
録
さ
れ
て

い
な
い
、
朝
鮮
時
代
の
高
木
の
著
作
が
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
高
木
の
朝
鮮
人

認
識
に
、
極
端
な
差
別
意
識
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
学
者
の

趙チ
ョ
キ
ョ
ン
ダ
ル

景
達
は
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
～
一
八
九
五
）
の
頃
か
ら
、
日
本
人
は

朝
鮮
人
を
「
懶
惰
」
と
見
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
う
。
そ
れ
は
、
日
本

近
世
の
〈
通
俗
道
徳
〉（
勤
倹
・
倹
約
・
謙
虚
・
忍
従
・
正
直
・
敬
虔
・
粗
食
）
と

近
代
的
諸
価
値
（
資
本
主
義
を
支
え
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
）
が
融
合
し
た

倫
理
観
が
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
前
面
に
現
れ
て
き
た
こ
と
に
よ

る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
は
こ
の
朝
鮮
人
「
懶
惰
」
認
識
に
基
づ
い
て
、

朝
鮮
の
〈
近
代
化
〉
と
資
本
主
義
化
を
推
し
進
め
た（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
高
木
の
回
想
録
『
国
文
学
五
十
年
』（
岩
波
新
書
、

岩
波
書
店
、
一
九
六
七
・
一
）
や
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』（
中
公
新
書
、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
六
・
二
）
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
時
代
の
高
木
の
著
作
に
も
、
当

時
の
日
本
人
に
一
般
的
で
あ
っ
た
朝
鮮
人
「
懶
惰
」
認
識
が
全
く
見
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
朝
鮮
時
代
の
高
木
の
著
作
に
は
、
他
民
族
へ
の
差
別
的

発
言
が
見
ら
れ
る
が
、
明
確
に
朝
鮮
人
に
特
定
し
て
の
も
の
は
、「
朝
鮮

に
於
け
る
国
語
教
育
」（「
教
育
」
第
1
巻
第
6
号
、
一
九
三
三
・
九
）
が
指
摘
で

き
る
に
止
ま
る
。
高
木
は
、
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
、
日
本
語
の
発
音
（
語

頭
の
濁
音
、
語
中
の
清
音
）
の
難
し
さ
が
、
そ
れ
を
聞
く
日
本
人
に
誤
解
を

生
ん
だ
実
例
を
紹
介
し
た
上
で
、「
か
う
し
た
清
濁
の
転
換
が
頻
々
と
起

れ
ば
時
に
は
重
大
な
誤
解
も
起
り
、
そ
れ
程
で
な
く
と
も
、
そ
の
表
現
は

著
し
く
渋
滞
し
、
聴
取
者
は
動
も
す
れ
ば
吃
音
者
の
話
を
聴
い
て
い
る
や

う
な
不
快
と
焦
慮
と
を
感
ず
る
」
と
言
う（

（2
（

。
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ま
た
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
「
国
語
教
育
」
に
日
本
古
典
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
「
古
典
の
世
界
」（「
文
教
の
朝
鮮
」〈
京
城
・
朝
鮮
総

督
府
学
務
局
内
朝
鮮
教
育
会
〉
第
１
７
９
号
、
一
九
四
〇
・
七
）
に
お
け
る
次
の
発

言
も
、
差
別
的
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
（
傍
線
は
引
用
者
。

以
下
同
）。

［
…
］
率
直
に
言
つ
て
朝
鮮
に
一
番
缺
け
て
ゐ
る
も
の
は
古
典
文
学

で
あ
る
が
、
幸
に
し
て
奈
良
朝
乃
至
王
朝
の
文
学
は
そ
の
ま
ゝ
朝
鮮

為
の
古
典
で
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
真
に
内
鮮
一
体
な
ら
し
め
る

も
の
は
、
何
よ
り
も
先
づ
自
然
に
し
て
純
真
な
、
か
う
し
た
古
典
文

学
の
世
界
で
あ
る
。
か
う
し
た
命
題
を
私
は
私
の
良
心
を
以
て
あ
ら

ゆ
る
朝
鮮
の
人
々
に
贈
る
事
が
出
来
よ
う
。

高
木
は
朝
鮮
に
は
「
古
典
文
学
」
が
な
い
と
断
言
す
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
高
木
の
朝
鮮
人
認
識
に
は
、
朝
鮮
人
の
習
慣
や
身
体
的
側

面
に
対
す
る
差
別
意
識
は
希
薄
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
文
化
的
に
は

日
本
人
が
常
に
朝
鮮
人
に
対
し
て
優
位
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
認

め
ら
れ
る
。
高
木
は
、
文
化
的
優
位
の
意
識
に
立
っ
て
、〝
良
心
的
〟
に
、

朝
鮮
人
の
、
日
本
語
の
発
音
に
関
す
る
困
難
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
、
あ
る

い
は
、
朝
鮮
に
〝
欠
け
て
い
る
〟
古
典
の
世
界
を
与
え
る
こ
と
に
努
め
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

高
木
の
朝
鮮
認
識
と
朝
鮮
へ
の
関
わ
り
方
は
、
彼
自
身
が
言
う
よ
う
に
、

朝
鮮
総
督
府
の
よ
う
に
強
権
的
で
は
な
く
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人
商
人

の
よ
う
に
打
算
的
で
も
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
戦
後
の
一
九
六
〇
年
代
に
、

高
木
は
、
朝
鮮
時
代
の
自
ら
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

［
…
］
た
い
し
て
自
慢
に
な
る
話
で
も
な
い
が
、
大
学
［
引
用
注
、
京

城
帝
国
大
学
］
の
教
授
に
な
っ
て
行
っ
た
連
中
は
さ
す
が
に
ち
ょ
っ
と

毛
色
が
変
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
連
中
に
は
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
ふ

う
に
、
ど
う
し
て
朝
鮮
を
征
服
し
よ
う
か
、
朝
鮮
で
財
産
を
た
め
よ

う
か
と
思
っ
て
朝
鮮
へ
渡
っ
た
者
は
ま
ず
一
人
も
な
い
。［
中
略
］
国

文
学
の
講
座
で
も
そ
う
し
た
大
学
の
中
の
構
造
［
引
用
注
、
治
外
法
権

的
な
あ
り
方
］
の
一
つ
だ
し
、
学
生
に
し
て
も
私
の
講
義
を
聴
く
の
は
、

最
初
の
予
想
に
反
し
て
朝
鮮
人
学
生
も
い
た
し
、
内
地
人
の
学
生
は

多
数
が
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
向
こ
う
で
金
持
ち
や
地
主
に
な
っ
た
り

総
督
府
の
役
人
の
子
弟
だ
っ
た
り
す
る
と
す
れ
ば
、
い
ち
ば
ん
植
民

政
治
か
ら
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
国
文
学
の

講
座
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。［
…
］

�

（『
国
文
学
五
十
年
』（『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
九
巻
、
一
一
〇
～
一
一
一
頁
））

　

高
木
が
、
京
城
帝
国
大
学
国
文
学
講
座
を
「
植
民
政
治
」
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
一
種
の
ア
ジ
ー
ル
（
聖
域
）
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、

朝
鮮
人
の
習
慣
や
身
体
的
側
面
に
対
す
る
差
別
意
識
の
薄
さ
や
、
文
学
の

自
立
性
を
追
求
し
た
高
木
の
学
問
的
・
実
践
的
姿
勢
か
ら
も
、
偽
り
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
高
木
が
朝
鮮
人
に
対
し
て
文
化
的
優
位
の
意
識
を
持
ち
続

け
て
い
た
こ
と
を
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
文
化
的

優
位
の
意
識
に
立
っ
た
〝
良
心
的
〟
な
関
わ
り
方
が
、
植
民
地
朝
鮮
に
お

け
る
高
木
の
評
価
を
難
し
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三　

日
韓
に
お
け
る
高
木
市
之
助
の
評
価

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
評
価
の
問
題
点

を
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。

　

高
木
の
評
価
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
京
城
帝
国
大
学
教
授

時
代
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
『
吉
野
の
鮎
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
・
九
）

に
つ
い
て
の
西
郷
信
綱
の
評
で
あ
る
。
西
郷
は
、『
吉
野
の
鮎
』
に
お
い

て
高
木
が
天
皇
に
対
し
て
過
剰
に
敬
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
、
方
便
と

捉
え
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、『
吉
野
の
鮎
』
が
出
版
統
制
を
意
識
し
て

書
か
れ
た
も
の
だ
、と
い
う
戦
後
の
高
木
の
発
言
（『
国
文
学
五
十
年
』、『
全
集
』

第
九
巻
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
）
を
鵜
呑
み
に
し
た
見
解
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

西
郷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
傍
点
は
原
文
）。

［
…
］
だ
が
思
う
に
、
学
問
的
成
熟
に
た
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
京

城
帝
国
大
学
教
授

0

0

0

0

0

0

と
い
う
職
に
あ
る
一
人
の
学
者
が
、
あ
の
時
代
に

こ
う
し
た
い
わ
ば
き
わ
ど
い
主
題
に
挑
も
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
修
辞

は
多
少
と
も
奴
隷
化
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
し
ろ
そ
う
し
た
修
辞
の
あ
や
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
通
し
て
何
が
暗
示
さ
れ
何
が
志
向
さ
れ
て
い
る
か
を
読
み
と
ら
ね

ば
な
る
ま
い
。
真
理
が
奴
隷
の
こ
と
ば
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ

て
あ
り
う
る（

（2
（

。

　

そ
し
て
、西
郷
は
、『
吉
野
の
鮎
』
所
収
論
文
「
吉
野
の
鮎
」（
初
出
は
、「
文

学
研
究（
九
州
大
学
）」第
27
輯
、一
九
四
〇
・
七
）の
過
剰
な
敬
語
の
向
こ
う
に
、「
制0

度
上

0

0

の
君
主
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
人
と
し
て

0

0

0

0

具
体
的
に
こ
れ
を
扱
っ
て

い
る
」（
同
四
八
五
頁
。
傍
点
は
原
文
）
こ
と
を
見
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
と
い
う
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の

年
に
、
高
木
が
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
た
と
え
「
人
と
し
て
」
で
あ
っ
て

も
、
古
代
文
学
に
お
け
る
「
大
君
」
を
中
心
と
す
る
世
界
の
創
造
を
説
い

た
こ
と
の
意
味
は
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
木
が
一
貫
し
て
天

皇
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
持
っ
て
お
り
、
決
し
て
天
皇
制
度
の
批
判
者
で

は
な
か
っ
た
こ
と
も
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

西
郷
は
、『
吉
野
の
鮎
』
を
、
海
外
の
研
究
へ
の
目
配
り
と
日
本
の
古

典
へ
の
理
解
が
緊
密
に
嚙
み
合
っ
た
「
学
問
の
古
典
」
と
高
く
評
価
す
る

が
、
そ
の
背
後
に
は
、
社
会
的
地
位
か
ら
切
り
離
し
て
高
木
の
学
問
を
捉

え
よ
う
と
す
る
見
方
が
存
在
し
て
い
る
。

　

一
方
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
時
枝
誠
記
の
「
国
語
学
」
が
、
朝
鮮
総

督
府
の
政
策
を
輔
翼
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
安
田
敏

朗
は
、
高
木
に
つ
い
て
も
、「
朝
鮮
の
国
語
教
育
に
つ
い
て
」（『
京
城
帝
国

大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集　

文
学
篇
』〈
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
三
六
・
一
〇
〉）

に
基
づ
き
、『
国
文
学
五
十
年
』
と
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
を
補
助
資

料
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
切
り
捨
て
た
。

［
…
］
日
本
と
い
う
「
大
国
」
の
言
語
を
押
し
つ
け
て
は
ば
か
ら
な
い
、

「
国
語
」
の
論
理
で
自み
ず
から

が
語
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
高
木
は
「
国
語
」
の
学
習
に
つ
い
て
は

そ
れ
を
「
負
担
」［
引
用
注
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
朝
鮮
人
に
と
っ
て
］

で
あ
る
と
は
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
を
「
国
民
精
神
を
鼓こ

吹す
い

涵か
ん

養よ
う

」
す
る
も
の
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
し
て
い
る
点
で
総
督
府
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の
政
策
の
忠
実
な
実
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い（

（2
（

。

　

植
民
地
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
関
し
て
、
高
木
は
、
滞
在
初
期
に
は

異
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
が
、
結
局
は
「
総
督
府
の
政
策
の
忠
実
な

実
行
者
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
高
木
は
「
植
民
政
治
」
と
距
離
を
置
こ
う
と
し
な
が
ら
、
な0

ぜ0

、「
総
督
府
の
政
策
の
忠
実
な
実
行
者
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

こ
の
こ
と
は
、
論
文
「
吉
野
の
鮎
」
が
、
天
皇
を
「
制
度
上
の
君
主
」
と

し
て
無
批
判
に
崇
め
る
風
潮
を
批
判
し
な
が
ら
、
結
果
的
に
は
天
皇
賛
美

を
よ
り
論
理
的
に
強
化
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
。

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研
究
と
教
育
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
つ
つ
、

な
ぜ
高
木
が
権
力
の
側
の
実
行
者
と
な
っ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る（

（2
（

。

　

朝
鮮
時
代
の
高
木
に
つ
い
て
の
安
田
の
批
判
を
知
り
つ
つ
も
、
近
時
、

高
田
祐
彦
は
改
め
て
高
木
の
立
場
を
擁
護
し
て
い
る
。高
田
は
高
木
の『
日

本
文
学
の
環
境
』（
日
本
文
学
大
系
、
河
出
書
房
、
一
九
三
八
・
一
二
）
を
高
く
評

価
す
る
。こ
の
独
創
的
な
日
本
文
学
環
境
論
が
、京
城
の
地
に
あ
っ
て
、「
内

地
」
の
風
土
か
ら
も
、
ま
た
『
萬
葉
集
』
の
「
清0

な
る
も
の
」
か
ら
も
切

り
離
さ
れ
る
と
い
う
「
二
重
の
喪
失
」
を
抱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
と
見
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

［
…
］
も
と
よ
り
た
し
か
な
根
拠
も
な
く
、
感
傷
的
な
把
握
か
も
し

れ
な
い
が
、
京
城
帝
大
と
い
う
総
督
府
と
並
ぶ
権
力
の
場
に
あ
っ
て

（
大
学
教
授
と
政
治
行
政
の
支
配
者
と
は
異
な
る
と
は
い
え
）、
万
葉
の
価
値

は
価
値
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
、
し
か
し
、
古
典
の
限
界
は
わ
き
ま

え
る
、
と
い
う
し
か
る
べ
き
学
的
態
度
を
保
持
し
た
こ
と
は
、
銘
記

し
て
お
き
た
い（

（2
（

。

　

確
か
に
、『
日
本
文
学
の
環
境
』
に
お
い
て
、
高
木
は
「
し
か
る
べ
き

学
的
態
度
」
を
保
持
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
、四
〇
年
代
の
他
の
「
国
文

学
者
」
た
ち
と
異
な
り
、
日
本
文
学
に
お
け
る
自
然
を
論
じ
る
に
際
し
て
、

声
高
に
「
日
本
精
神
」
や
「
日
本
的
な
る
も
の
」
を
主
張
し
て
い
な
い（

（2
（

。

高
田
の
評
価
は
、
西
郷
の
評
価
に
回
帰
す
る
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、

朝
鮮
時
代
の
高
木
の
研
究
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
と
、そ
れ
は
決
し
て「
権

力
」
の
磁
場
を
逃
れ
て
い
な
い
。「
し
か
る
べ
き
学
的
態
度
」
が
と
ら
れ

て
い
る
と
見
え
る
『
日
本
文
学
の
環
境
』
に
さ
え
も
そ
の
力
が
及
ん
で
い

る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

以
上
は
日
本
側
の
研
究
に
お
け
る
高
木
の
評
価
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
少
数
な
が
ら
も
、
韓
国
の
研
究
者
に
よ
る
高
木
の
研
究
と
評
価
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

朴パ
ク

光グ
ァ
ン

賢ヒ
ョ
ンは

、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
短
歌
と
、
随
筆
「
朝
鮮

の
風
景
に
就
て
」（「
真
人
」
第
7
巻
第
7
号
、
一
九
二
九
・
七
）
に
注
目
し
て
、

高
木
が
朝
鮮
人
の
日
常
か
ら
距
離
を
置
い
て
「
観
察
者
と
し
て
の
ス
タ
ン

ス
」
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、高
木
の
「
国
文
学
」
が
、

理
念
的
に
は
こ
れ
に
組
み
込
ま
れ
る
は
ず
（
植
民
地
の
朝
鮮
人
は
「
日
本
国
民
」

の
は
ず
）
の
朝
鮮
文
学
か
ら
距
離
を
置
い
て
、
優
越
す
る
「
民
族
」
の
歴

史
と
し
て
「
国
文
学
史
（
＝
日
本
文
学
史
）」
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
と
捉

え
る
。
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［
…
］
民
族
文
学
を
研
究
す
る
高
木
と
し
て
は
、
植
民
地
体
制
と
い

う
当
時
の
状
況
ゆ
え
に
、
朝
鮮
で
の
「
国
文
学
」
研
究
と
い
う
範
疇

を
、
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
京
城
帝
大
の
外
部
に
拡
大
し
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
の
中
に
は
、

朝
鮮
民
族
を
相
手
に
本
能
的
に
「
民
族
の
異
同
」［
引
用
注
、
高
木
『
国

文
学
五
十
年
』
に
出
て
く
る
こ
と
ば
］
を
感
知
し
た
帰
属
意
識
に
止
ま
ら

ず
、「
国
語
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
学
問
で
あ
る
「
国
文
学
」

と
い
う
権
威
に
対
す
る
強
い
執
着
も
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る（

（2
（

。

　

朴
光
賢
の
論
は
、
高
木
の
排
外
的
「
国
文
学
史
（
＝
日
本
文
学
史
）」
を
、

解
放
後
の
韓
国
の
「
国
文
学
史
（
＝
韓
国
文
学
史
）」
の
排
他
的
民
族
主
義

に
も
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
自
ら
の
側
に
も
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
強
い

問
題
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研
究
は
、
日
本
側
で
は
、「
学
的
態
度
」

に
基
づ
く
大
き
な
成
果
と
さ
れ
る
が
、
視
点
を
変
え
て
植
民
地
支
配
を
受

け
た
側
か
ら
見
る
と
、
植
民
地
朝
鮮
と
相
互
的
な
関
わ
り
を
持
た
な
い
、

排
外
的
な
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
田
の
言
う
内
地
の
風

土
の
「
喪
失
」
は
、
朴
光
賢
の
見
方
に
立
て
ば
、
朝
鮮
の
風
土
へ
の
「
絶

縁
」
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
評
価
の
違
い
を
私
た
ち
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

朴
光
賢
の
論
は
大
筋
と
し
て
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
高
木
批
判
は
、
一
九
三
〇
、四
〇
年
代
の
、「
排
外
的
」
で
「
民
族
主
義

的
」
で
あ
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
「
国
文
学
者
」
た
ち
に
も
当
て
は
ま
る
と
い

う
弱
点
が
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
日
本
側
の
高
木
の
評
価
は
、
こ
の
批
判
を
受
け
て
も
揺
ら

が
な
い
で
あ
ろ
う
。
高
木
だ
け
が
「
排
外
的
」
で
「
民
族
主
義
的
」
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
「
国
文
学
者
」
の
中
に
あ
っ

て
、
声
高
に
「
日
本
的
性
格
」
や
「
日
本
精
神
」
を
叫
ば
ず
、「
学
」
の

節
度
を
守
ろ
う
と
し
た
と
し
て
、
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
排
外
的
」
姿
勢
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
研

究
成
果
に
は
そ
れ
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

議
論
を
平
行
線
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研

究
と
教
育
を
歴
史
的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
高
木
独
自
の
〈
日
本
文
芸

学
〉（
朝
鮮
に
お
け
る
「
国
語
教
育
」
も
こ
れ
に
連
な
る
）
の
構
造

0

0

に
肉
薄
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
、
一
方
で
〈
世
界
性
〉
を
、
他
方
で
〈
民

族
性
〉
を
志
向
す
る
と
い
う
構
造
を
持
つ
。
そ
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
の
政

策
の
変
化
、「
内
地
」
転
任
後
は
大
日
本
帝
国
政
府
の
政
策
の
変
化
に
応

じ
て
、〈
世
界
性
〉
と
〈
民
族
性
〉
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て
ゆ
く
。
し
か
も
、

時
代
の
風
潮
が
、〈
世
界
性
〉
と
〈
民
族
性
〉
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
大
き

く
傾
く
と
、
そ
れ
に
強
く
反
発
す
る
力
が
働
く
。
そ
の
時
代
の
常
識
的
な

見
方
・
考
え
方
を
学
問
的
に
否
定
し
、〝
本
当
は
こ
う
で
あ
る
〟
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
独
特
の
柔
構
造
を
持
つ
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
の
変
化

を
丁
寧
に
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
木
の
研
究
と
教
育
に
つ
い
て
の

正
当
な
歴
史
的
評
価
を
下
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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な
お
、
先
行
研
究
は
、
戦
後
の
『
国
文
学
五
十
年
』
と
『
尋
常
小
学
国

語
読
本
』
を
資
料
と
し
て
重
視
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
十
分

な
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。
高
木
は
全
て
を
語
っ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
に
示

さ
れ
た
高
木
像
は
、
あ
く
ま
で
も
戦
後
の
高
木
が
描
い
た
、
あ
る
べ
き
自

画
像
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
朝
鮮
時
代
か
ら
敗
戦
ま
で
の

高
木
の
著
作
を
第
一
次
資
料
、「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」、「
京
城
日
報
」、「
朝

鮮
新
聞
」
な
ど
を
補
助
資
料
と
し
て
（
内
地
新
聞
の
朝
鮮
版
は
重
要
で
あ
る
が

未
調
査
）、
そ
れ
ら
か
ら
結
論
を
導
き
出
し
た
上
で
回
想
録
を
用
い
る
、
と

い
う
手
順
を
踏
み
た
い（

（2
（

。

四　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之
助
の
研
究
と
教
育
の
全

体
像

　

第
一
次
資
料
に
基
づ
き
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
（
敗
戦
ま
で
含
む
）
高

木
の
著
作
の
テ
ー
マ
を
、
そ
の
開
始
順
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（
随
筆
、
新
聞
記
事
な
ど
も
含
め
る
。
高
木
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
私
が
作
成
し
た
「
植

民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之
助
年
譜
と
著
作
一
覧
」
参
照
（
（3
（

）。

❶　

軍
記
物
の
研
究
…
…
出
発
点
は
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
提
出

の
卒
業
論
文
「
叙
事
詩
と
し
て
見
た
る
平
家
物
語
」。
植
民
地
朝
鮮

で
は
一
九
二
六
年
一
〇
月
発
表
の
「
軍
記
物
の
本
質
」（「
国
語
と
国
文

学
」
第
4
巻
第
4
号
）
か
ら
。

❷�　

歌
謡
の
研
究
…
…
出
発
点
は
一
九
一
六
年
〈
大
正
五
〉
～
一
九

一
七
年
の
連
載
「
民
謡
の
心
理
的
起
源
（
1
）
～
（
3
）」（「
薄
明
（
（3
（

」）。

植
民
地
朝
鮮
で
は
一
九
二
七
年
六
月
発
表
の
「
あ
め
り
か
の
鴨
緑

江
節
」（「
文
教
の
朝
鮮
」〈
京
城
・
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
内
朝
鮮
教
育
会
編
集
・

発
行
〉
第
22
号
（
（3
（

）
か
ら
。

❸�　
『
萬
葉
集
』
の
研
究
…
…
出
発
点
は
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
八

月
発
行
の
編
著
『
萬
葉
集
』（
久
松
潜
一
共
編
、
中
興
館
。「
高
等
程
度
の

諸
学
校
の
教
科
書
」〈「
例
言
」〉）。
一
九
二
九
年
一
月
発
表
の
「
萬
葉

の
魅
力
」（「
萬
葉
時
代
」〈
京
城
・
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
萬
葉
時
代
編

輯
部
編
集
・
発
行
〉
創
刊
号
）
以
後
、
本
格
的
に
論
文
を
発
表
。

❹�　
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
…
…
（
文
芸
学
〉
に
よ
る
、〈
自
然
〉
以
外

に
つ
い
て
の
個
別
的
研
究
と
そ
の
方
法
論
。
出
発
点
は
一
九
二
九

年
一
月
三
日
付
朝
刊
の
新
聞
記
事
「
蛇
文
学
」（「
朝
鮮
新
聞
」
第

９
９
２
５
号
（
（3
（

）。

❺�　
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
…
…
出
発
点
は

一
九
二
九
年
七
月
発
表
の「
朝
鮮
の
風
景
に
就
て
」（「
真
人
」〈
京
城
・

真
人
社
〉
第
7
巻
第
7
号
（
（3
（

）。

❻�　

朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
…
…
出
発
点
は

一
九
三
〇
年
六
月
一
日
付
の
新
聞
記
事「
朝
鮮
語
に
親
し
む
」（「
朝

鮮
教
育
新
聞
」
第
94
号
）。

❼�　

文
芸
に
お
け
る
天
皇
に
つ
い
て
の
研
究
…
…
出
発
点
は

一
九
三
八
年
四
月
刊
行
の
「
明
治
天
皇
御
製
謹
話
」（「
ラ
ヂ
オ
講
演
・

講
座
」〈
日
本
放
送
協
会
編
、
東
京
・
日
本
放
送
出
版
協
会
発
行
（
（3
（

〉）。

　

他
に
、
以
上
の
七
テ
ー
マ
に
分
類
で
き
な
い
、
随
筆
な
ど
数
編
が
あ
る（

（3
（

。

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
著
作
の
内
容
に
注
目
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
時
期
区
分
が
可
能
で
あ
る
（［
表
］
参
照
）。
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［
表
］
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之
助
の
著
作

（
❖

＝
未

見
、

＊
＝

重
出

）

時
期

❶
軍

記
物

の
研

究
❷

歌
謡

の
研

究
❸

『
萬

葉
集

』
の

研
究

❹
〈

文
芸

学
〉

的
研

究
❺

〈
自

然
〉

に
つ

い
て

の
〈

文
芸

学
〉

的
研

究
❻

朝
鮮

の
「

国
語

教
育

」
に

つ
い

て
の

研
究

❼
文

芸
に

お
け

る
天

皇
に

つ
い

て
の

研
究

⑴1926/04-
1932/03

1926/10，
1927/4 

軍
記

物
の

本
質

1927/06 あ
め

り
か

の
鴨

緑
江

節
1928/10 日

本
詩

歌
の

母
胎

の
一

考
察

1931/01 民
謡

と
文

学
1931/09 山

家
鳥

虫
歌

と
近

世
歌

謡
の

一
面

1928/08 『
萬

葉
集

』
1929/01 萬

葉
の

魅
力

1929/01 蛇
文

学
1932/01 国

文
学

と
日

本
文

芸
学

1929/07 朝
鮮

の
風

景
に

就
て

1930/06 朝
鮮

語
に

し
た

し
む

⑵1932/04-
1935/03

1934/02 文
学

に
於

け
る

口
誦

性
1935/03 戦

記
物

と
国

語
教

育

1932/04 『
古

代
民

謡
史

論
』

1932/10 今
様

は
七

五
調

に
非

ず
1933/08 再

び
今

様
の

形
式

に
就

て
1933/12 叙

事
詩

と
上

代
文

学
1934/08 倭

建
命

御
葬

歌
に

就
て

1934/09 記
紀

時
代

人
の

生
活

＊

1932/05 萬
葉

集
が

持
つ

魅
力（

上
）（

中
）（

下
）

1933/09 萬
葉

集
の

表
現

美
に

就
て

＊

1932/03 短
歌

の
社

会
性

1933/10 日
本

文
学

研
究

法

1933/09 萬
葉

集
の

表
現

美
に

就
て

＊
1934/06 朝

鮮
名

物
を

語
る

1934/09 記
紀

時
代

人
の

生
活

＊

1933/09 朝
鮮

に
於

け
る

国
語

教
育

⑶1935/04-
1937/07

1937/01 軍
記

1935/04 民
族

文
学

と
し

て
の

記
紀

歌
謡

1935/12 古
事

記
歌

謡
に

於
け

る
仮

名
の

通
用

に
就

て
の

一
試

論
1936/01 記

紀
歌

謡
の

感
動

1936/09 斉
明

紀
童

謡
の

用
字

に
就

て
1936/11 記

紀
歌

謡
の

比
較

に
就

て

1935/12 『
萬

葉
集

総
釈

第
八

』
1936/01 萬

葉
集

防
人

歌
の

鑑
賞

1936/09 萬
葉

集
巻

一
81～

84

1937/04 芳
賀

博
士

の
学

風
1937/07 国

文
学

に
於

け
る

次
の

段
階

1935/08 妙
香

山
水

1936/11 景
1936/10 朝

鮮
の

国
語

教
育

に
つ

い
て

1937/05 懸
賞

募
集「

教
育

者
の

歌
」選

後
の

感
想
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⑷1937/08-
1939/12

1938/07 軍
記

物
語

の
一

つ
の

意
義

1938/01 変
字

法
に

就
い

て
1939/03 御

製
を

通
じ

て
神

武
天

皇
を

仰
ぎ

奉
る

❖
＊

1939/04 記
紀

か
ら

萬
葉

へ
＊

1937/09 防
人

の
妻

の
歌

鑑
賞

1938/01 文
学

に
於

け
る

文
字

の
役

割
1938/10 萬

葉
集

に
於

け
る

清
な

る
も

の
＊

1938/11 象
山

考
＊

1939/02 二
つ

の
生

1939/04 記
紀

か
ら

萬
葉

へ
＊

1937/09 『
国

文
学

の
文

芸
学

的
研

究
』

1938/08 日
本

文
学

へ
の

関
心

と
理

解（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
1938/10 文

芸
道

と
臣

道
＊

1939/10 国
学

と
国

文
学

1938/10 萬
葉

集
に

於
け

る
清

な
る

も
の

＊
1938/11 象

山
考

＊
1938/12 『

日
本

文
学

の
環

境
』

1939/04 記
紀

か
ら

萬
葉

へ
＊

1938/03 喜
劇

に
を

の
の

く
1938/04 明

治
天

皇
御

製
謹

話
❖

1938/10 文
芸

道
と

臣
道

＊
1939/03 御

製
を

通
じ

て
神

武
天

皇
を

仰
ぎ

奉
る

❖
＊

⑸1940/01-
1945/08

1940/02 倭
建

命
と

浪
漫

精
神

＊
1940/07 吉

野
の

鮎
＊

1941/09 『
吉

野
の

鮎
』

1941/12 国
見

攷
＊

1942/01 歌
垣

の
歌

の
島

＊
1943/11 撃

ち
て

し
や

ま
む

を
正

解
せ

よ
❖

＊
（

1944/10 古
事

記
大

宜
都

比
売

の
用

字
に

就
て

）

1940/01 日
本

国
民

訓
解

説「
海

行
か

ば
」の

解
＊1940/07 吉

野
の

鮎
＊

1941/09 『
吉

野
の

鮎
』

1941/12 国
見

攷
＊

1942/03 し
こ

の
御

楯
＊

1942/04 防
人

の
歌

一
首

＊
1942/08 防

人
歌

と
国

家
的

精
神

＊
1942/09 な

の
り

そ
の

花
＊1943/11 山

＊

1940/08 日
本

文
学

の
理

会
と

そ
の

技
術

に
つ

い
て

1943/10 大
東

亜
建

設
と

国
語

国
文

学
の

あ
り

方
1943/11 み

や
び

の
原

精
神

＊
1943/11 古

文
芸

と
創

造
的

精
神

＊

1941/06 日
本

文
学

史
と

海
洋

意
識

1941/09 『
吉

野
の

鮎
』

1941/12 国
見

攷
＊

1942/09 な
の

り
そ

の
花

＊
1943/11 山

＊

1940/07 古
典

の
世

界
1940/01 日

本
国

民
訓

解
説「

海
行

か
ば

」の
解

＊1940/02 倭
建

命
と

浪
漫

精
神

＊
1940/07 吉

野
の

鮎
＊

1941/09 『
吉

野
の

鮎
』

1942/01 歌
垣

の
歌

の
島

＊
1942/03 し

こ
の

御
楯

＊
1942/04 防

人
の

歌
一

首
＊

1942/08 防
人

歌
と

国
家

的
精

神
＊

1942/11 愛
国

百
人

一
首

略
解

❖
1942/12 愛

国
百

人
一

首
余

談
❖

1943/03 望
東

尼
随

想
1943/11 み

や
び

の
原

精
神

＊
1943/11 撃

ち
て

し
や

ま
む

を
正

解
せ

よ
❖

＊
1943/11 古

文
芸

と
創

造
的

精
神

＊
1945/04 『

明
治

天
皇

御
製

百
首

』

・「
訓

話
　

私
の

霊
薬

」（「
木

馬
」

第
3号

、
1936・

6）、「
日

本
文

学
に

於
け

る
用

字
の

意
義

」（「
日

本
諸

学
振

興
委

員
会

報
告

」
3、

1938・
9）、

緑
旗

聯
盟

編
『

日
本

国
民

訓
』（

第
4版

、
1939・

4　
※

編
集

に
関

わ
っ

た
か

）、「
国

文
学

を
通

じ
て

見
た

る
日

本
精

神
の

特
質

」（「
熊

本
図

書
館

報
」、

1940・
3）、「

国
語

や
国

字
を

議
す

る
に

は
」（「

西
日

本
新

聞
」、

1942・
9）、「

大
東

亜
の

新
指

標
」（「

朝
日

新
聞

」、
1942・

10）
に

つ
い

て
は

、
原

本
・

原
記

事
を

探
す

こ
と

が
で

き
ず

、
内

容
不

明
の

た
め

、
表

に
は

入
れ

て
い

な
い

（
な

お
、

未
見

の
も

の
で

も
題

名
か

ら
内

容
が

わ
か

る
も

の
は

表
に

入
れ

た
）。
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⑴　

一
九
二
六
年
四
月
～
一
九
三
二
年
三
月

　

❷
歌
謡
（
特
に
民
謡
）
の
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
た
時
期
。
民
謡
の
研
究

で
は
、
欧
米
・
朝
鮮
の
民
謡
や
、
欧
米
の
民
謡
研
究
の
理
論
に
関
心
を
向

け
る
。

　

❸
『
萬
葉
集
』
の
研
究
、
❹
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
、
❺
〈
自
然
〉
に
つ

い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
、
❻
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研

究
に
も
萌
芽
的
研
究
が
現
れ
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
三サ

・
一ミ
ル

運
動
を
受
け
、
総
督
府
が
朝
鮮
民
族
を
統
治
下

に
置
こ
う
と
し
た
「
文
化
政
治
期
」
に
当
た
る
。

⑵　

一
九
三
二
年
四
月
～
一
九
三
五
年
三
月

　

引
き
続
き
❷
歌
謡
の
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
た
が
、
民
謡
よ
り
も
、
日

本
文
学
の
〈
始
ま
り
〉
と
し
て
の
記
紀
歌
謡
に
意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
く
。

　

❸
『
萬
葉
集
』
の
研
究
で
は
、「
祖
先
」
が
意
識
さ
れ
、
❺
〈
自
然
〉

に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
で
は
朝
鮮
に
残
る
近
代
化
以
前
の
川
の

姿
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、
❻
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
で

は
、「
日
鮮
相
似
」
が
主
張
さ
れ
る
。

　

こ
の
時
期
は
、「
満
洲
事
変
」（
一
九
三
一
年
九
月
勃
発
）、
第
一
次
上
海
事

変
（
一
九
三
二
年
一
月
～
三
月
）、「
満
洲
国
」
建
国
（
同
年
三
月
）
が
相
次
い

で
起
こ
っ
た
時
期
。
植
民
地
朝
鮮
は
ま
だ
「
文
化
政
治
期
」
で
あ
る
が
、

総
督
に
宇
垣
一
成
が
就
任
し
「
内
鮮
融
和
」
や
「
国
民
精
神
の
作
興
」
を

主
張
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
に
高
木
は
、
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
長
、
高
等
官

一
等
、
京
城
教
化
団
体
聯
合
会
龍
山
地
区
教
化
委
員
会
顧
問
、
京
城
帝
国

大
学
図
書
館
長
な
ど
要
職
を
歴
任
。

⑶　

一
九
三
五
年
四
月
～
一
九
三
七
年
七
月

　

研
究
の
中
心
は
や
は
り
❷
歌
謡
の
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑴
・
⑵
の

時
期
に
あ
っ
た
日
本
以
外
の
民
謡
へ
の
関
心
は
希
薄
に
な
り
、
日
本
人
が

「
文
化
民
族
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
つ
つ
、
日
本
文
学
の
〈
始
ま
り
〉

と
し
て
の
記
紀
歌
謡
の
研
究
が
深
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
記
紀
歌
謡
の
用
字

に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。

　

❸
『
萬
葉
集
』
の
研
究
で
は
、
防
人
歌
の
鑑
賞
が
発
表
さ
れ
る
。
❻
朝

鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
朝
鮮
総
督
府
視
学
委
員
と

し
て
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、「
国
民
精
神
」
普
及
の
た
め
の
「
国
語
」

教
育
の
具
体
策
が
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
時
期
に
、
植
民
地
朝
鮮
は
「
内
鮮
一
体
」
を
主
張
す
る
戦
時
動
員

体
制
期
に
向
か
い
、
総
督
・
宇
垣
一
成
主
導
の
「
心
田
開
発
運
動
」
が
始

ま
る
。
ま
た
、
緑
旗
聯
盟
が
結
成
さ
れ
、「
緑
旗
」
を
創
刊
。
宇
垣
後
任

の
総
督
・
南
次
郎
が
「
国
体
明
徴
」・「
鮮
満
一
如
」・「
教
学
振
作
」・「
農

工
併
進
」・「
庶
政
刷
新
」
の
五
大
政
綱
を
発
表
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
に
高
木
は
、
二
度
目
の
朝
鮮
総
督
府
視
学
委
員
、
京

城
帝
国
大
学
評
議
員
に
就
任
。

⑷　

一
九
三
七
年
八
月
～
一
九
三
九
年
一
二
月

　

❹
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
に
お
い
て
、
文
芸
の
「
超
時
代
性
」・「
超
階
級

性
」
や
「
永
遠
性
」・「
世
界
性
」
を
激
し
く
否
定
す
る
。

　

研
究
の
中
心
は
、
❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
に
移

る
。
自
然
表
現
の
日
本
的
な
性
格
を
問
題
に
す
る
が
、
抽
象
的
に
「
日
本
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精
神
」
や
「
日
本
的
な
る
も
の
」
を
主
張
は
し
な
い
。

　

一
方
、
❼
文
芸
に
お
け
る
天
皇
に
つ
い
て
の
研
究
が
始
ま
る
。
そ
の
中
、

お
よ
び
❹
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
に
お
い
て
、「
道
」
の
追
究
が
主
張
さ
れ
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
日
中
戦
争
（
一
九
三
七
年
七
月
）
が
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
（
一
九
三
九
年
九
月
）、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発

す
る
。
植
民
地
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
教
育
令
が
改
正
さ
れ
、
日
本
人
と
朝
鮮

人
の
共
学
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
に
高
木
は
、
ラ
ジ
オ
で
明
治
天
皇
御
製
や
神
武
天
皇

に
つ
い
て
講
話
し
、
忠
清
南
道
教
育
会
で
講
演
し
、
ま
た
、
総
督
府
学
務

局
主
催
の
「
小
学
唱
歌
」
審
査
会
審
査
員
を
務
め
る
。

⑸　

一
九
四
〇
年
一
月
～
一
九
四
五
年
八
月

　

研
究
の
中
心
は
、
❸
『
萬
葉
集
』
の
研
究
と
❼
文
芸
に
お
け
る
天
皇
に

つ
い
て
の
研
究
と
な
る
が
、
両
者
は
重
な
る
。
大
伴
氏
の
言
立
て
「
海
行

か
ば
」、
防
人
歌
、
柿
本
人
麻
呂
時
代
の
「
大
君
」
の
詩
精
神
の
研
究
に

お
い
て
、
抽
象
的
な
通
説
を
批
判
し
な
が
ら
、
天
皇
へ
の
絶
対
の
帰
依
随

順
を
読
み
込
む
。

　

こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
❹
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
で
は
、
南
方
現
住
民

に
対
し
て
「
空
虚
な
優
越
感
」
を
持
つ
こ
と
を
否
定
し
つ
つ
、日
本
が
「
大

東
亜
文
化
」
の
優
れ
た
指
導
者
と
な
る
こ
と
を
主
張
。
❻
朝
鮮
の
「
国
語

教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
日
本
古
典
に
は
「
国
際
的
普
遍
性
」
が

あ
り
、
こ
れ
を
朝
鮮
に
広
め
る
こ
と
を
説
く
。

　

一
方
、
❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
で
は
、
⑴
・
⑵

の
時
期
に
見
ら
れ
た
、
欧
米
・
朝
鮮
と
の
比
較
研
究
を
用
い
つ
つ
、
日
本

文
学
の
「
海
洋
意
識
」
に
つ
い
て
の
通
説
を
批
判
す
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
（
一
九
四
〇
年
）
が
挙
行
さ
れ

る
。
翌
年
太
平
洋
戦
争
開
戦
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
に
高
木
は
、
九
州
帝
国
大
学
教
授
、
同
法
文
学
部
長
、

福
岡
県
教
育
振
興
会
視
学
委
員
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研
究
と
教
育
が
、
初

期
に
は
〈
世
界
性
〉
に
傾
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
（
⑴
・
⑵
）、や
が
て
〈
民

族
性
〉
に
重
心
を
移
し
て
ゆ
き
（
⑶
・
⑷
）、
最
終
的
に
は
〈
世
界
性
〉

に
回
帰
す
る
も
の
の
、
そ
の
合
理
性
が
、
天
皇
へ
の
非
合
理
な
崇
敬
と
無

媒
介
に
共
存
す
る
（
⑸
）、
と
い
う
螺
旋
的
な
動
き
を
示
し
た
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。五　

高
木
市
之
助
の
〈
日
本
文
芸
学
〉

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研
究
と
教
育
の
理
論
的
基
盤
と
な
っ
て

い
る
の
は
、〈
日
本
文
芸
学
〉
で
あ
る
。「
日
本
文
芸
学
」
と
い
う
用
語
は
、

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
一
〇
月
に
岡
崎
義
恵
が
発
表
し
た
論
文
「
日
本

文
芸
学
の
樹
立
に
つ
い
て
」（「
文
学
」
第
2
巻
第
10
号
）、
翌
年
一
二
月
刊
行

の
『
日
本
文
芸
学
』（
岩
波
書
店
）
以
後
、そ
の
理
論
の
徹
底
性
ゆ
え
に
「
岡

崎
理
論
そ
の
も
の
だ
け
を
さ
し
て
い
う
名
称
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
阿

部
秋
生
（
（3
（

）。
し
か
し
、
高
木
は
岡
崎
理
論
以
前
に
、
独
自
の
〈
日
本
文
芸
学
〉

を
構
想
し
て
い
た
。
そ
の
構
造
が
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
形
で
主
張
さ

れ
て
い
る
の
が
、
⑴
の
時
期
の
「
国
文
学
と
日
本
文
芸
学
」（「
国
語
と
国
文

学
」
第
9
巻
第
1
号
、
一
九
三
二
・
一
）
で
あ
る
。
そ
の
主
張
の
要
点
は
以
下
で
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あ
る
。

①�　
「
日
本
文
芸
学
」
は
、「
日
本
─
文
芸
学
」（
日
本
の
、
あ
る
い
は
日
本

的
文
芸
学
）
の
意
で
あ
る
。

②�　
「
国
文
学
」
の
当
面
の
目
標
が
ま
ず
「
日
本
文
学
」
で
あ
る
の
に

対
し
て
、「
日
本
文
芸
学
」
の
当
の
目
的
は
ま
ず
文
学
自
体
で
あ
る
。

③�　
「
文
芸
学
」
に
対
し
て
「
日
本
文
芸
学
」
と
い
う
中
間
的
存
在
が

必
要
な
の
は
、
対
象
で
あ
る
文
学
が
、
こ
と
ば
と
い
う
表
現
に
即
し

た
存
在
で
あ
る
た
め
、
各
国
語
の
言
語
の
特
性
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
各
国
の
文
化
と
他
文
化
と
の
間
の
「
差
別
的
側
面
」
に
関
連
す

る
こ
と
が
特
に
多
い
か
ら
で
あ
る
。

④�　
「
文
芸
学
」
は
文
学
的
体
験
を
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
イ
ギ
リ

ス
人
の
文
芸
学
的
研
究
は
英
文
学
的
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
の
そ
れ
は

ド
イ
ツ
文
学
的
と
な
る
。
日
本
人
の
文
芸
学
的
研
究
も
日
本
文
学
的

に
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

⑤�　
「
国
文
学
」
の
「
国
」
に
は
い
か
に
も
差
別
的
、
主
観
的
な
に
お

い
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
日
本
文
芸
学
」
の
「
日
本
」
に

は
科
学
的
、
客
観
的
な
学
の
態
度
が
表
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
、〈
文
学
〉
の
解
明
を
め
ざ
す
〈
学
〉

で
あ
る
が
、
各
国
の
言
語
と
文
化
に
差
異
が
あ
る
た
め
、
日
本
文
学
に
つ

い
て
の
文
学
体
験
を
通
じ
て
そ
れ
を
果
た
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
日
本
文
学
に
止
ま
ら
ず
（
言
い
換
え
れ
ば
、〝
日
本
文
学
の
特
性
〟
の

確
認
に
終
わ
ら
ず
）、〈
文
学
〉
と
は
何
か
を
考
え
る
〈
学
〉
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
高
木
は
具
体
的
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本

文
学
を
西
洋
の
文
学
理
論
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
ま
た
海
外
の
文
学
（
西
洋

に
限
ら
ず
ア
ラ
ビ
ア
文
学
な
ど
も
）
も
比
較
材
料
に
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、〈
日
本
文
芸
学
〉
の
「
日
本
」
に
は
科
学
的
、
客
観
的
な
学

の
態
度
が
表
れ
て
い
る
、
と
い
う
高
木
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
日
本
文
芸

学
、
イ
ギ
リ
ス
文
芸
学
、
ド
イ
ツ
文
芸
学
な
ど
の
各
国
の
文
芸
学
は
、
優

劣
の
な
い
、
フ
ラ
ッ
ト
な
位
置
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、「
科
学
的
、
客
観
的
な
」
学
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
自
然
科
学

的
な
普
遍
性
も
考
え
ら
れ
る
。
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
が
、計
量
的
デ
ー

タ
（
❷
の
歌
謡
の
研
究
に
お
け
る
、歌
謡
の
一
句
の
文
字〈
今
日
の
言
い
方
で
は
モ
ー
ラ
〉

数
、
記
紀
歌
謡
に
お
け
る
用
字
の
出
現
数
の
綿
密
な
デ
ー
タ
採
取
）
を
重
視
し
た
こ

と
に
そ
れ
が
伺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
に
は
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
「
国

文
学
」
を
超
え
る
〈
世
界
性
〉
へ
の
強
い
志
向
が
潜
在
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
高
木
は
、
日
本
文
学
の
「
差
別
的
属
性
」（
＝

他
の
文
学
と
の
差
異
）
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
く
ま
で
も
日
本

文
学
の
領
域
内
に
踏
み
と
ど
ま
ろ
う
と
し
て
、〈
世
界
性
〉
と
は
逆
方
向

に
向
か
う
力
も
強
く
働
い
て
い
る
（
な
お
、
⑵
の
時
期
以
降
、
日
本
文
学
の
「
差

別
的
属
性
」
は
、〈
民
族
性
〉
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
）。

　

そ
の
結
果
、〈
文
学
〉
の
解
明
と
い
う
、
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
の

本
来
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
方
法
が
不
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
。
日

本
文
芸
学
、
イ
ギ
リ
ス
文
芸
学
、
ド
イ
ツ
文
芸
学
な
ど
が
並
び
立
つ
と
こ

ろ
に
止
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
芸
学
が
解
明
し
た
も
の
を
重
ね
合
わ
せ
、

も
う
一
段
高
次
の
〈
文
学
〉
を
研
究
す
る
た
め
の
道
筋
は
示
さ
れ
な
い
の
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で
あ
る
。

　

高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
、〈
世
界
性
〉
と
〈
民
族
性
〉
と
い
う
反

発
し
合
う
二
つ
の
力
が
共
存
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
。

六　

民
謡
論
の
行
方

　

植
民
地
朝
鮮
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
高
木
の
〈
日
本
文

芸
学
〉
の
構
造
が
特
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
思
わ
れ
る
の
が
、
❷
歌
謡

の
研
究
と
❻
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、

❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
は
、
日
本
文
学
研
究
の
側

か
ら
、
朝
鮮
時
代
の
高
木
の
大
き
な
果
実
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
❷
・
❻

の
分
析
結
果
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
の
〝
果
実
〟
が
い
か
な
る
も
の
か

を
見
極
め
た
い
。

　

❷
歌
謡
の
研
究
の
中
で
、
朝
鮮
と
関
わ
り
な
が
ら
、
最
も
力
を
注
い
だ

の
が
民
謡
論
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
❷
歌
謡
の
研
究
の
始
ま
り
は
、

一
九
二
七
年
六
月
発
表
の
「
あ
め
り
か
の
鴨
緑
江
節
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
随
筆
的
文
章
に
よ
る
民
謡
論
で
あ
る
。
高
木
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
森

林
労
働
者
シ
ャ
ン
テ
ィ
ボ
ー
イ
（Shanty boy

）
の
民
謡
を
、「
野
趣
の

横
溢
し
た
中
に
、
し
ん
み
り
と
し
た
味
が
あ
」
る
と
深
い
共
感
を
込
め
て

紹
介
し
た
。

　

同
じ
く
⑴
の
時
期
の
随
筆
的
論
文
「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の
文
学
か
ら
）」

（「
朝
鮮
研
究
」〈
京
城
・
朝
鮮
研
究
所
編
集
・
発
行
〉
第
4
巻
第
1
号
、
一
九
三
一
・
一
）

で
は
、
民
謡
採
集
に
訪
れ
た
済
州
島（

（3
（

の
老
婆
の
歌
う
民
謡
に
、「
そ
の
調

子
は
真
実
で
あ
り
哀
調
も
あ
り
微
妙
な
所
が
あ
つ
た
。
そ
の
歌
が
終
つ
た

時
居
合
す
人
が
嘆
息
を
つ
い
た
程
で
あ
つ
た
」
と
「
あ
め
り
か
の
鴨
緑
江

節
」
同
様
の
共
感
を
示
し
た
。
ま
た
、「
い
な
ど（

（3
（

」
と
い
う
架
空
の
島
が

繰
り
返
し
呼
び
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
、
航
海
に
出
て
永
久
に
帰
ら
ぬ
人
に

済
州
島
の
人
々
が
寄
せ
る
思
い
の
深
さ
を
感
じ
取
っ
た
。
そ
し
て
、
高
木

は
独
自
の
民
謡
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
要
点
は
以
下
で
あ
る
（［　

］
は
私

の
注
。
以
下
同
）。

ⅰ�　

民
謡
は
、
心
の
発
達
が
組
織
立
っ
た
教
養
で
は
な
く
、
環
境
、
精

神
、社
会
に
依
る
コ
モ
ン
ピ
ー
プ
ル
が
作
っ
た
歌
謡
で
あ
る
（
セ
シ
ル
・

シ
ャ
ー
プ
［Cecil Jam

es Sharp （1859-1924

）］
の
説
に
拠
る
）。

ⅱ�　

民
謡
の
在
り
処
は
、
⒜
未
開
民
族
（
ア
イ
ヌ
、
黒
人
）、
⒝
文
化
人

の
間
の
コ
モ
ン
ピ
ー
プ
ル
（
済
州
島
、「
内
地
」
の
佐
渡
、
大
島
、
南
紀
等
、

英
国
の
南
田
舎
、「
ジ
プ
シ
イ
」［
今
日
で
は
ロ
マ
］、
ア
メ
リ
カ
森
林
地
帯
の
「
ラ

ム
バ
ー
・
ジ
ャ
ワ
キ
ス
」［lum

ber jackes

か
］）、
⒞
古
代
の
文
献
で
あ
る
。

ⅲ�　

民
謡
の
根
本
的
性
質
は
、「
個
」
に
対
す
る
「
民
」
で
あ
る
（「
お

い
兄
弟
と
云
つ
て
叩
か
れ
て
、
ほ
ゝ
え
ん
で
振
返
る
よ
う
な
気
持
ち
」）。

ⅳ�　

民
謡
の
根
本
性
質
が
「
民
」
で
あ
る
の
は
、
原
始
文
学
が
集
団
的

で
あ
り
、
ま
た
個
人
的
に
成
立
し
て
も
伝
播
の
間
に
集
団
的
と
な
る

（
例
、
メ
ー
ン
州
の
民
謡
「
ゲ
ー
リ
ー
の
岩
の
ジ
ャ
ム
」）
か
ら
。

ⅴ�　

民
謡
は
文
学
の
母
胎
で
あ
り
、「
文
学
の
遺
物
」
で
は
な
い
。
今

日
の
文
学
も
民
謡
へ
憧
れ
、
ま
た
文
学
上
の
革
新
に
閃
き
を
見
出
す

よ
う
に
、
民
謡
は
今
日
の
文
学
に
生
き
て
い
る
。

　

こ
の
高
木
の
民
謡
論
が
、「
日
本
」
と
い
う
範
囲
を
超
え
た
、
民
謡
一

般
に
関
す
る
「
原
論
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。〈
世
界
性
〉
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へ
の
志
向
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
現
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
高
木
は
、
コ
モ
ン
ピ
ー
プ
ル
の
心
の
精
神
的
発
達
が
「
組
織

立
つ
た
教
養
」
に
依
ら
な
い
と
言
い
（
ⅰ
）、「
未
開
民
族
」「
未
開
人
」

と
「
文
化
人
」
を
対
に
し
（
ⅱ
。
な
お
、
ラ
ム
バ
ー
・
ジ
ャ
ワ
キ
ス
の
生

活
を
「
原
始
的
」
と
表
現
）、「
原
始
文
学
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い

る
（
ⅳ
）
こ
と
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、〈
未
開
─
文
化
〉
と
い
う
物
差

し
を
使
っ
て
、
民
謡
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点
は
大
き
な
問
題
で
あ
る（

（4
（

。

　

と
は
い
え
、
ⅱ
に
お
い
て
、
済
州
島
を
、「
内
地
」
や
海
外
の
辺
境
と

並
べ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
済
州
島
だ
け
を
差
別
的
に
捉
え
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
払
い
た
い
。

　

世
界
の
民
謡
を
同
じ
地
平
で
捉
え
、
か
つ
民
謡
を
今
日
の
文
学
上
の
革

新
に
も
閃
き
を
与
え
る
「
生
き
て
ゐ
る
」
も
の
と
見
た
「
民
謡
と
文
学
（
済

州
島
の
文
学
か
ら
）」
は
、
普
遍
性
が
あ
り
可
能
性
に
富
ん
だ
「
民
謡
原
論
」

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
⑴
の
時
期
の
「
国
文
学
と
日
本
文
芸
学
」
に
お
い

て
は
不
明
確
な
、
各
国
文
芸
学
の
研
究
を
も
う
一
段
高
次
の
〈
文
学
〉
の

追
究
に
進
め
る
道
筋
を
示
唆
し
た
論
で
も
あ
っ
た
。

　

高
木
の
民
謡
論
は
、
こ
の
「
民
謡
原
論
」
を
枠
組
み
と
し
て
、
⑵
の
時

期
以
降
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
、
次
々
と
大
き
な

変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

⑵
の
時
期
の
小
冊
子
『
古
代
民
謡
史
論
』（
岩
波
講
座
日
本
文
学
、岩
波
書
店
、

一
九
三
二
・
四
）
で
は
、「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の
文
学
か
ら
）」
の
ⅴ
を
引
き

継
い
で
、
民
謡
と
文
学
の
関
係
を
、「
民
謡
の
進
行
は
文
学
の
発
生
を
導
き
、

又
其
の
習
俗
化
を
排
し
、
時
に
は
革
新
に
も
参
ず
る
。
一
言
に
し
て
尽
せ

ば
文
学
活
動
の
最
も
潑
剌
た
る
部
分
に
沿
つ
て
流
れ
て
ゐ
る
」
と
言
い
切

る
（
た
だ
し
、「
文
学
の
発
生
」
と
い
う
新
た
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
見
逃
せ
な
い
）。

　

ま
た
、
文
字
と
の
交
渉
を
持
っ
た
日
本
古
代
歌
謡
を
民
謡
の
資
料
と
す

る
た
め
に
、
文
学
と
し
て
の
民
謡
か
ら
音
楽
性
を
切
り
離
し
、〈
民
謡
性
〉

と
い
う
操
作
概
念
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
民
謡
性
〉
の
内
容
を
、

①
社
会
性
（Francis. Barton Gum

m
er 

［
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ー
ト
ン
・
ガ
メ
ア 

1855-1919

］、George. Lym
an K

ittredge 

［
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
イ
マ
ン
・
キ
ト
レ
ッ
ジ 

1860-1941

］、Read Sm
ith 

［
リ
ー
ド
・
ス
ミ
ス 1881-1943

］
のCom

m
unal theory

を
踏
ま
え
る
）、
②
歌
謡
性
（
口
か
ら
耳
に
伝
わ
る
文
学
と
し
て
性
格
）、
③
素
朴

性
と
し
た
。

　

こ
の
③
素
朴
性
に
つ
い
て
、
高
木
は
、
二
方
面
を
考
え
た
。

㋐　
「
古
代
か
ら
近
代
へ
と
失
は
れ
て
行
か
う
と
す
る
も
の
」

㋑　
「
終
始
一
貫
し
て
生
き
続
け
て
ゐ
る
も
の
」

　

こ
の
う
ち
、
㋐
は
「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の
文
学
か
ら
）」
で
は
、
主
張

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
新
し
い
フ
ァ
ク
タ
ー
㋐
の
出
現
と
連
動
し
て
い
る
の
が
、「
民
謡

が
行
は
れ
た
、
或
は
現
に
行
は
れ
て
ゐ
る
社
会
と
い
ふ
の
は
、
原
則
と
し

て
、
原
始
的
な
、
単
純
な
、
文
化
程
度
の
低
い
社
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
引
用
者
）

と
断
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
木
は
、
民
謡
を
、「
文
化
程
度

の
低
い
社
会
」
の
も
の
で
あ
り
、
古
代
か
ら
近
代
へ
〝
文
化
が
発
展
〟
す

る
中
で
失
わ
れ
る
も
の
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の

文
学
か
ら
）」
に
お
け
る
〈
未
開
─
文
明
〉
の
対
比
に
、
歴
史
性
が
加
え
ら
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れ
た
と
言
え
る
。

　

満
洲
事
変
、
上
海
事
変
と
侵
略
戦
争
が
進
め
ら
れ
た
⑵
の
時
期
、
高
木

は
、〝
文
化
程
度
の
高
い
〟
日
本
文
学
の
発
生
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し

て
民
謡
を
解
明
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、⑶
の
時
期
の
論
文
「
民
族
文
学
と
し
て
の
記
紀
歌
謡
」（「
文
学
」

第
3
巻
第
4
号
、
一
九
三
五
・
四
）
に
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
高
木
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
ほ
ど
遠
い
、
差
別
発
言
が
登
場
す
る
。
こ
の
論
文
に
お
い

て
高
木
は
「
民
謡
」
を
「
民
族
文
学
」
の
語
に
置
き
換
え
、「
民
謡
と
文

学
（
済
州
島
の
文
学
か
ら
）」
の
ⅱ
に
挙
げ
た
三
種
類
の
民
謡
の
在
り
処
を
次

の
よ
う
に
言
い
換
え
た
。

（
一
）「
我
々
文
化
民
族
が
そ
の
文
化
の
初
期
に
於
て
、
文
学
に
個
性
が

十
分
表
現
さ
れ
て
ゐ
な
い
為
の
民
族
文
学
」
で
、
記
紀
歌
謡
が
こ
れ

と
す
る
（
←
ⅱ
の
⒞
）

（
二
）「
文
化
民
族
に
於
て
、
既
に
文
化
が
発
達
し
、
個
性
を
表
現
す
る

文
学
が
創
作
さ
れ
る
一
方
に
行
は
れ
て
ゐ
る
民
族
文
学
」
で
、「
例

へ
ば
俗
謡
と
か
巷
説
」、「
田
植
歌
、
地
行
歌
、
舟
唄
等
の
労
働
歌
又

は
之
に
準
ず
る
民
俗
［
引
用
注
、『
吉
野
の
鮎
』
で
「
族
」
に
修
正
］
的
歌
謡
」

が
こ
れ
と
す
る
。（
←
ⅱ
の
⒝
）

（
三
）「
今
日
の
未
開
民
族
中
に
求
め
ら
れ
る
民
族
文
学
」
で
、「
例
へ

ば
亜
米
利
加
印
度
人
、
ニ
グ
ロ
其
他
の
未
開
人
の
諸
部
落
で
現
に
行

は
れ
て
ゐ
る
民
謡
の
類
」
が
こ
れ
と
す
る
。（
←
ⅱ
の
⒜
）

　

そ
の
上
で
、（
三
）
を
、
も
は
や
〝
文
化
の
発
展
〟
を
望
む
べ
く
も
な

い
も
の
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

［
…
］（
三
）
は
民
俗
学
や
比
較
文
学
な
ど
で
屢
々
報
告
さ
れ
る
も
の

で
、
例
へ
ば
亜
米
利
加
印
度
人
、
ニ
グ
ロ
其
他
の
未
開
人
の
諸
部
落

で
現
に
行
は
れ
て
ゐ
る
民
謡
の
類
で
、
是
等
の
部
落
は
今
日
高
度
文

化
と
接
触
し
、
そ
の
形
体
は
模
倣
し
得
て
も
（
例
へ
ば
、
洋
服
とマ

肩マ

［
引
用
注
、『
吉
野
の
鮎
』
で
「
を
着
」
に
修
正
］、
靴
を
穿
く
の
類
）
彼
等

が
真
に
是
等
の
文
化
を
取
入
れ
て
、
欧
亜
諸
文
化
人
の
域
に
ま
で
飛

躍
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
頗
る
疑
は
し
く
、
或
は
さ
う
し
た

機
会
を
待
つ
以
前
に
地
球
上
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
ふ
の
で
は
な
い

か
と
さ
へ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
吾
々
文
化
民
族
が
今

日
の
や
う
な
複
雑
な
文
化
を
享
有
す
る
に
至
る
長
い
過
程
の
間
を
原

始
状
態
そ
の
ま
ゝ
、
或
は
之
を
距
る
あ
ま
り
遠
く
な
い
情
態
の
ま
ゝ

で
、
眠
る
が
如
く
今
日
に
及
ん
だ
是
等
の
諸
民
族
に
は
、
単
に
位
置

風
土
其
他
の
外
的
事
情
以
外
に
、
何
か
し
ら
吾
々
と
異
な
つ
た
性
質

（
む
し
ろ
缺
陥
と
い
つ
た
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
が
）
が
あ
り
は

し
な
い
か
。［
…
］

（
三
）
の
諸
民
族
の
「
缺
陥
」
は
そ
の
文
学
に
も
見
ら
れ
、「
我
々
の
古
代

文
学
か
ら
近
代
文
学
を
生
み
出
し
て
行
つ
た
の
と
は
余
程
事
情
を
異
に
す

る
」
と
言
う
。
さ
ら
に
は
、（
二
）
に
つ
い
て
も
、「
文
化
の
比
較
的
低
度

の
階
級
又
は
社
会
層
に
の
み
訴
へ
る
の
を
原
則
と
す
る
」
と
し
て
、
並
行

し
て
行
わ
れ
て
い
る
個
性
的
文
学
か
ら
「
取
残
さ
れ
た
、
少
く
と
も
之
に

比
べ
て
一
段
低
位
に
あ
る
文
学
」
と
位
置
付
け
る
。

　

こ
の
よ
う
な
発
言
に
は
、
あ
た
か
も
、
優
生
思
想
的
な
考
え
方
を
持
つ

〝
欧
米
人
〟
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、高
慢
な
眼
差
し
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
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こ
れ
に
続
け
て
、
高
木
は
、
日
本
文
学
の
根
幹
を
な
す
和
歌
を
創
造
し

た
記
紀
歌
謡
に
は
「
民
族
文
学
」
と
し
て
の
異
常
な
実
力
が
認
め
ら
れ
る

と
し
て
、「
文
化
民
族
」
と
し
て
の
日
本
人
の
文
学
の
〈
始
ま
り
〉
を
も
た

ら
し
た
記
紀
歌
謡
の
優
秀
さ
を
、
こ
と
ば
の
限
り
を
尽
く
し
て
賛
美
し
た
。

　

文
章
の
流
れ
に
よ
れ
ば
、
高
木
は
日
本
文
学
を
世
界
的
に
高
い
文
化
の

一
角
を
占
め
る
も
の
と
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
内
地
」
で
、「
世
界
文

学
」
と
し
て
の
『
萬
葉
集
』
の
優
秀
さ
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
九
三
六
、七
年
頃
か
ら
で
あ
る
（
久
松
潜
一
『
萬
葉
集
に
現
れ
た
る
日
本
精
神
』

〈
至
文
堂
、
一
九
三
七
・
一
〉、
中
河
與
一
『
萬
葉
の
精
神
』〈
千
倉
書
房
、
一
九
三
七
・
三
。

こ
れ
に
収
録
さ
れ
た
「
世
界
文
学
」
と
し
て
の
『
萬
葉
集
』
を
主
張
し
た
文
章
の
初
出

は
一
九
三
六
年
〉）。「
世
界
文
学
」と
い
う
こ
と
ば
は
使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

記
紀
歌
謡
を
「
後
続
の
諸
文
学
に
対
し
て
何
等
の
ひ
け
目

0

0

0

を
感
じ
な
い
、

堂
々
た
る
民
族
文
学
」（
傍
点
は
原
文
）
と
言
い
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
日

本
文
学
を
、
文
化
的
に
高
度
な
「
個
性
的
文
学
」
と
す
る
高
木
の
見
方
は
、

日
本
文
学
を
「
世
界
文
学
」
と
捉
え
る
思
潮
に
先
ん
じ
る
も
の
で
あ
る
。

植
民
地
朝
鮮
と
い
う
環
境
ゆ
え
に
、こ
の
よ
う
な
日
本
文
学
の
〝
優
秀
さ
〟

を
よ
り
強
く
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
な
お
、
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
の

と
同
年
の
一
九
三
五
年
の
一
月
に
「
心
田
開
発
運
動
」
が
始
ま
り
、「
文
化
政
治
期
」
は

終
わ
る
）。

　

済
州
島
で
の
民
謡
採
集
を
機
に
開
始
さ
れ
た
高
木
の
民
謡
論
は
当
初
可

能
性
に
富
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
高
木
が
記
紀
歌
謡
と
い
う
日
本
文
学
の

〈
始
ま
り
〉
の
解
明
に
意
識
を
向
け
た
と
き
、
そ
の
可
能
性
の
多
く
は
失

わ
れ
た
。「
民
謡
と
文
学
（
済
州
島
の
文
学
か
ら
）」
に
潜
在
し
た
〈
未
開
─

文
化
〉
と
い
う
対
立
軸
は
、
単
線
的
な
発
展
段
階
に
お
け
る
文
化
水
準
の

差
を
示
す
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
差
に
生
来
の
「
缺
陥
」
を
見
る

と
い
う
差
別
的
眼
差
し
ま
で
も
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

高
木
の
記
紀
歌
謡
の
〈
民
謡
性
〉
の
研
究
に
お
い
て
残
る
も
の
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
計
量
的
方
法
に
よ
る
、
記
紀
歌
謡
中
の
よ
り
古
い
歌

謡
の
推
定
に
止
ま
る
よ
う
に
思
う
。

七　

不
可
解
な
「
普
遍
性
」
の
論
理

　

民
謡
論
と
同
様
の
道
筋
を
辿
り
、
さ
ら
に
記
紀
歌
謡
の
〈
民
謡
性
〉
の

論
以
上
に
、
非
合
理
な
主
張
へ
と
進
む
の
が
、
❻
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」

に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。

　

そ
の
出
発
点
が
、
⑴
の
時
期
の
一
九
三
〇
年
六
月
一
日
付
の
「
朝
鮮
教

育
新
聞
」
掲
載
の
随
筆
「
朝
鮮
語
に
親
し
む
」
で
あ
る
。
高
木
は
、
子
ど

も
の
持
ち
帰
っ
た
『
内
鮮
風
俗
習
慣
の
し
る
べ
』（
京
城
公
立
普
通
学
校
職
員

会（
（4
（

）
に
対
照
し
て
記
さ
れ
た
「
内
地
」
と
朝
鮮
の
「
座
席
時
の
姿
勢
」
の

違
い
を
紹
介
し
て
、「
内
地
人
が
ほ
ん
とマ
マ

う
に
朝
鮮
を
理
解
す
る
と
い
ふ

事
も
、
実
は
か
う
い
ふ
、
手
近
い
処
か
ら
段
々
進
ん
で
行
け
る
も
の
と
思

は
れ
る
の
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、『
内
鮮
風
俗
習
慣
の
し
る
べ
』
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
、「
内

地
人
」が
朝
鮮
語
に
親
し
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。「
世

間
」
や
「
監
督
官
庁
」
が
求
め
る
強
制
的
学
習
は
よ
く
な
い
と
し
て
、
少

し
ず
つ
で
も
朝
鮮
語
に
親
し
む
こ
と
が
重
要
と
言
う
。
さ
ら
に
は
、「
正

直
に
い
ふ
と
、
何
十
年
も
こ
ち
ら
に
住
み
慣
れ
た
先
輩
の
人
々
が
自
分
達
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に
左
程
の
必
要
を
感
じ
な
い
処
か
ら
、
各
々
新
来
の
者
に
対
し
て
朝
鮮
語

学
習
無
用
論
を
説
い
た
り
、
そ
れ
程
で
な
く
つ
て
も
若
い
人
々
の
朝
鮮
語

の
勉
強
ぶ
り
を
冷
然
と
眺
め
る
と
い
ふ
や
う
な
例
を
私
は
あ
ま
り
屢
見
せ

つ
け
ら
れ
た
の
で
す
」
と
憤
り
を
見
せ
た
。

　

高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
、
各
国
の
言
語
と
文
化
の
差
異
を
強
く
意

識
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
朝
鮮
語
に
親
し
む
」
の
主
張
も
、
差
異
の
意

識
に
基
づ
い
て
、「
内
地
人
」
が
朝
鮮
の
風
俗
習
慣
を
理
解
し
、
朝
鮮
語

に
親
し
む
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

し
か
し
、
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
高
木
の
研
究
は
、
⑵
の

時
期
に
、
総
督
・
宇
垣
一
成
の
「
内
鮮
融
和
」
の
主
張
を
受
け
、
論
文
「
朝

鮮
に
於
け
る
国
語
教
育
」（「
教
育
」〈
岩
波
書
店
発
行
〉
第
1
巻
第
6
号
、一
九
三
三・九
）

で
は
、「
日
鮮
両
民
族
の
核
心
を
貫
く
本
質
的
相
似
性
と
い
つ
た
や
う
な

も
の
は
、
他
の
何
物
よ
り
も
、
か
う
し
た
文
学
芸
術
の
分
野
に
於
て
、
よ

り
明
瞭
に
認
識
理
解
さ
れ
る
」
と
言
い
、「
国
語
と
朝
鮮
語
と
の
間
に
認

め
味
ふ
事
の
出
来
る
、
形
態
並
び
に
内
容
上
の
契
合
点
近
似
点
」
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
で
、「
国
語
教
育
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
主
張
し
、
日
本
と
朝
鮮
の
類
似
性
に
力
点
を
移
す
。

　

そ
し
て
、
⑸
の
時
期
の
論
文
「
古
典
の
世
界
」（「
文
教
の
朝
鮮
」
第

１
７
９
号
、
一
九
四
〇
・
七
）
で
、
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
、
朝
鮮
の
「
国

語
教
育
」
に
つ
い
て
、
異
様
な
論
理
を
生
み
出
す
に
至
る
。
日
本
人
と
朝

鮮
人
を
共
学
と
す
る
朝
鮮
教
育
令
改
正
（
一
九
三
八
年
三
月
）
を
念
頭
に
置

い
て
書
か
れ
た
こ
の
論
文
の
骨
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ⓐ�　

朝
鮮
人
の
国
語
常
用
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
不
即
不

離
に
中
女
学
校
と
小
学
校
の
生
徒
と
児
童
に
古
典
の
世
界
も
与
え
ら

れ
る
必
要
が
あ
る
。

ⓑ�　

古
典
は
昨
日
か
ら
今
日
へ
と
意
義
と
価
値
を
持
ち
越
し
て
き
た
、

生
き
た
文
学
で
あ
る
。

ⓒ�　

古
典
は
時
間
を
経
て
醇
化
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
普
遍
性
を
持

つ
。
古
典
の
受
容
に
お
い
て
、
民
族
の
相
違
が
障
害
と
な
ら
な
い
こ

と
は
、ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
［A

rthur D
avid W

aley

（1889-1966

）］

の
『
源
氏
物
語
』
の
英
訳
が
示
す
よ
う
に
「
国
際
的
普
遍
性
」
を
持

つ
。
朝
鮮
に
は
古
典
文
学
が
欠
け
て
お
り
、
内
鮮
一
体
を
可
能
に
す

る
の
は
日
本
の
「
自
然
に
し
て
純
真
な
」
古
典
で
あ
る
。

ⓓ�　

古
典
は
一
般
民
衆
の
所
有
で
あ
り
、
ま
た
古
典
を
教
え
る
こ
と
は
、

朝
鮮
の
生
徒
・
児
童
を
「
純
粋
に
日
本
的
で
、
し
か
も
一
面
国
境
を

超
え
た
理
想
境
」
に
遊
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ⓔ�　

伝
統
文
学
の
真
精
神
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
初
等
教
育
か
ら
古
典
を

学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

ⓕ�　

授
業
で
抽
象
的
な
日
本
精
神
論
や
内
鮮
一
体
説
や
、
六
国
史
の
史

実
が
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
当
時
の
心
を
伝
え
る
、

表
現
に
よ
る
古
典
の
世
界
を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

高
木
が
日
本
の
古
典
の
「
国
際
的
普
遍
性
」
を
強
調
し
、
こ
れ
を
「
内

鮮
一
体
」
を
実
現
す
る
も
の
と
し
た
こ
と
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
と

い
う
の
は
、
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
⑴
の
時
期
の
「
国
文
学
と
日
本

文
芸
学
」
に
お
い
て
、
各
国
の
言
語
と
文
化
の
差
異
に
注
目
し
て
い
た
が
、

⑷
の
時
期
の
小
冊
子
『
国
文
学
の
文
芸
学
的
研
究（

（4
（

』（
岩
波
講
座
国
語
教
育
、
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岩
波
書
店
、
一
九
三
七
・
九
）
で
は
、
歴
史
と
〈
民
族
〉
を
超
え
た
文
学
の
普

遍
性
を
全
面
的
に
否
定
す
る
に
至
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
傍
点
は
原
文
）。

［
引
用
注
、
文
芸
に
お
い
て
創
作
と
鑑
賞
は
一
体
で
あ
り
、
鑑
賞
は
創
作
者
が
期

待
し
た
よ
う
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
上
で
］
こ
ゝ
に
、
文

芸
（
或
は
一
般
芸
術
）
の
超
時
代
性
、
超
階
級
性
な
ど
と
い
ふ
も
の

を
認
め
得
な
い
一
つ
の
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。

［
…
］
絶
対
的
な
問
題
と
し
て
吾
々
は
文
芸
の
永
遠
性
乃
至
世
界
性

と
い
つ
た
や
う
な
も
の
は
信
ず
る
事
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
相
対

的
に
は
、
或
程
度
迄
時
処
を
超
越
し
て
、
過
去
の
作
品
や
、
社
会
を

異
に
し
た
そ
れ
を
、
文
芸
と
し
て

0

0

0

0

0

受
容
す
る
事
が
許
さ
れ
る
の
で
あ

る
。［
…
］

　

そ
し
て
、「
或
程
度
迄
」の
受
容
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、ア
ー

サ
ー
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
の
『
源
氏
物
語
』
の
英
訳
を
取
り
上
げ
た
。

　

確
か
に
、
高
木
は
「
古
典
の
世
界
」
に
お
い
て
も
、「
芸
術
は
そ
れ

〴
〵
の
民
族
性
を
有
た
な
い
普
遍
的
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を
否

定
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
古
典
は
「
国
際
的
普
遍
性
」

を
持
ち
、
ウ
ェ
ー
リ
ー
の
『
源
氏
物
語
』
英
訳
は
、『
源
氏
物
語
』
の
も

の
の
あ
は
れ
の
世
界
が
国
境
を
超
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
言
い
切
っ

た
の
で
あ
る
。

　
「
古
典
の
世
界
」
は
、「
内
鮮
一
体
」
の
実
現
の
た
め
に
、〈
日
本
文
芸
学
〉

の
主
張
を
、
都
合
よ
く
歪
め
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
高
木

の
〈
日
本
文
芸
学
〉
に
潜
在
し
て
い
た
〈
世
界
性
〉
へ
の
志
向
が
、「
内

鮮
一
体
」
の
実
現
と
い
う
圧
力
の
も
と
で
、
極
め
て
不
健
全
な
形
で
現
れ

出
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
高
木
の
言
う
日
本
の
古
典
の
「
普
遍
性
」

の
内
実
は
、「
真
実
純
真
の
存
在
」、「
自
然
に
し
て
純
真
」、「
純
粋
に
日

本
的
で
、
し
か
も
一
面
国
境
を
超
え
た
理
想
境
」
と
い
う
空
疎
な
こ
と
ば

で
し
か
表
さ
れ
な
い
。

　

朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
に
お
い
て
、
高
木
は
言
語
と

文
化
の
差
異
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
と
朝
鮮
の
類
似
性
に
力
点
を

移
し
、
さ
ら
に
は
、
日
本
の
古
典
を
即
自
的
に
普
遍
的
な
も
の
と
す
る
異

形
の
〈
世
界
性
〉
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
世

界
性
〉
は
、
植
民
地
支
配
を
受
け
る
側
に
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

八　

逃
避
先
と
し
て
の
〈
自
然
〉

　

日
本
文
学
研
究
の
側
に
お
い
て
、
朝
鮮
時
代
の
高
木
の
研
究
の
最
も
大

き
な
果
実
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸

学
〉
的
研
究
で
あ
る
。
そ
の
素
材
の
多
く
が
『
萬
葉
集
』
で
あ
る
❺
は
、

❸
『
萬
葉
集
』
の
研
究
と
も
重
な
る
。

　

高
木
は
文
学
に
お
け
る
自
然
を
、
単
純
に
、
存
在
す
る
実
際
の
自
然
と

せ
ず
、
文
学
を
と
り
ま
く
も
の
、
ま
た
、
文
学
が
価
値
づ
け
る
も
の
と
捉

え
、
こ
れ
を
〈
環
境
〉
と
い
う
こ
と
ば
で
表
し
た
。
そ
し
て
、
萬
葉
人
の

〈
環
境
〉
が
「
清0

な
る
も
の
」（
明
瞭
に
し
て
汚
濁
な
ら
ざ
る
も
の
）、
平
安
朝

の
人
々
の
〈
環
境
〉
が
、「
作
為
さ
れ
た
自
然
」
と
し
て
「
み
や
こ
」（
自

然
化
し
た
都
市
、
都
市
に
取
り
込
ま
れ
た
自
然
）
で
あ
る
と
指
摘
し
た（

（4
（

（
以
上
は
、

主
に
『
日
本
文
学
と
環
境
』〈
河
出
書
房
、
一
九
三
八
・
一
二
〉
に
拠
る
）。
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高
木
の
❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
は
、
⑷
の
時
期

に
集
中
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
⑴
の
時
期
以
来
の
朝

鮮
の
自
然
へ
の
関
心
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
九
二
九
年
七
月
発
表
の
随

筆
「
朝
鮮
の
風
景
に
就
て
」
で
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
と
な
っ
て
、

初
め
て
東
京
を
訪
れ
て
ま
も
な
く
、
広
々
と
し
た
武
蔵
野
を
散
策
し
て
、

「
今
ま
で
自
分
を
取
囲
ん
で
ゐ
た
山
間
の
自
然
」
と
の
違
和
感
を
覚
え
た

と
言
う
。
そ
れ
ま
で
高
木
は
、
愛
知
、
福
岡
、
岐
阜
、
淡
路
島
、
山
形
、

京
都
を
転
々
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
に
赴
任
し
て
、
そ
の
風
景
の

基
調
が
、
日
本
と
は
異
な
る
「
か
げ
の
無
い
故
の
明
る
さ
」
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
。

　

朝
鮮
の
あ
か
る
さ
は
ポ
プ
ラ
の
持
つ
明
る
さ
で
あ
る
。
ポ
プ
ラ
に

は
例
へ
ば
銀
杏
の
持
つ
や
う
な
光
は
な
い
。
が
徹
頭
徹
尾
明
る
さ
が

あ
る
。
む
し
ろ
平
明
そ
れ
自
身
の
姿
で
あ
る
。

　

日
本
の
自
然
に
は
、
ど
う
も
か
う
し
た
明
る
さ
を
欠
く
。
或
は
あ

つ
て
も
誠
に
乏
し
い
。［
…
］

朝
鮮
の
風
景
は
、
日
本
の
自
然
を
高
木
に
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

ま
た
、⑶
の
時
期
の
、平
安
北
道
（
現
在
、北
朝
鮮
）
の
妙
香
山
旅
行
記
「
妙

香
山
水
」（「
朝
鮮
」〈
朝
鮮
総
督
府
発
行
〉
第
２
４
３
号
、
一
九
三
五
・
八
）
は
、
妙

香
山
中
の
普
賢
寺
の
景
観
に
「
人
と
自
然
の
諧
調
融
和
」
を
感
じ
取
っ
て

い
る
。「
作
為
さ
れ
た
自
然
」
と
い
う
高
木
独
自
の
見
方
の
種
子
が
こ
こ

に
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
朴パ
ク

光グ
ァ
ン

賢ヒ
ョ
ンが
「
朝
鮮
の
風
景
に
就
て
」
に
関
し
て
指
摘
し
た

よ
う
に
、
高
木
が
「
朝
鮮
人
の
日
常
か
ら
離
れ
て
、
観
察
者
と
し
て
の
ス

タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら（

（4
（

」
朝
鮮
の
風
景
を
捉
え
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
高
木
の
❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉

的
研
究
は
、〈
環
境
〉
と
い
う
普
遍
性
を
持
つ
概
念
を
提
示
し
た
も
の
の
、

そ
の
視
線
が
も
っ
ぱ
ら
日
本
の
古
典
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。

　

高
田
祐
彦
は
そ
こ
に
「
二
重
の
喪
失
」
を
見
た
が
（
第
三
節
参
照
）、
❺

の
研
究
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
⑷
の
時
期
が
、
日
中
戦
争
下
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
高
木
が
他
方
で
は
、
文
芸
道
と
臣
道
の
一
体
を
説
き
、
天
皇
へ
の

奉
仕
を
説
き
始
め
る
こ
と
（「
文
芸
道
と
臣
道
」「
緑
旗
」〈
京
城
・
緑
旗
聯
盟
発
行
〉

第
３
巻
第
10
号
、
一
九
三
八
・
一
〇
）
を
考
え
る
な
ら
ば
、
植
民
地
朝
鮮
に
お

け
る
高
木
の
日
本
の
古
典
の
〈
自
然
〉
へ
の
沈
潜
は
、
む
し
ろ
精
神
的
な

逃
避
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
高
木

の
捉
え
方
に
は
、〈
自
然
〉
の
理
想
化
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
、
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る（

（4
（

。

　

な
お
、⑸
の
時
期
の
論
文
「
日
本
文
学
史
と
海
洋
意
識
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」

第
六
巻
第
六
号
、
一
九
四
一
・
六
）
で
は
、
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
の
〈
世

界
性
〉
へ
の
志
向
が
再
び
躍
如
と
し
て
い
る
。
欧
米
の
哲
学
（H

enry 

Rushton Fairclough. Love of N
ature am

ong the G
reeks and R

om
ans.

）
を

援
用
し
、
比
較
材
料
と
し
て
、
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
、
バ
イ
ロ
ン
の
詩
、

済
州
島
の
民
謡
の
「
離イ

虚ホ

島ト

」
を
用
い
、
上
代
日
本
文
学
の
海
洋
が
、
汚

穢
を
清
浄
な
る
も
の
に
浄
化
す
る
場
所
、
あ
る
い
は
清
浄
な
陸
地
と
の
関

わ
り
で
意
識
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
三
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五
年
頃
か
ら
高
ま
る
、『
萬
葉
集
』
を
〝
海
の
文
学
〟
と
見
な
し
て
、
日

本
人
の
「
海
洋
性
」
を
宣
揚
す
る
通
説（

（4
（

へ
の
強
烈
な
批
判
を
含
ん
で
い
た
。

戦
争
下
に
お
い
て
、
❺
〈
自
然
〉
に
つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
は
、

高
木
に
と
っ
て
最
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
、
朝
鮮
の
自
然
が
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

九　
〈
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
と
〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
〉

　

以
上
の
よ
う
に
、
❷
歌
謡
の
研
究
の
民
謡
論
は
、
当
初
、
済
州
島
の
歌

謡
に
触
れ
た
体
験
を
踏
ま
え
つ
つ
〈
世
界
性
〉
を
志
向
し
た
も
の
か
ら
、

日
本
文
学
の
〈
始
ま
り
〉
の
解
明
へ
と
向
か
い
、
さ
ら
に
は
〝
文
化
的
高

低
〟
に
よ
っ
て
民
謡
（「
民
族
文
学
」）
を
差
別
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
行
き
着

い
た
。
一
方
、❻
朝
鮮
の
「
国
語
教
育
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、「
内
地
人
」

が
、
日
本
と
異
な
る
朝
鮮
の
風
俗
習
慣
と
言
語
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
、
日
本
と
朝
鮮
の
類
似
性
を
重
視
す
る

方
向
に
転
じ
、
最
終
的
に
は
、
日
本
の
古
典
の
「
普
遍
性
」
を
朝
鮮
の
生

徒
・
児
童
に
強
要
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
❺
〈
自
然
〉
に

つ
い
て
の
〈
文
芸
学
〉
的
研
究
は
、
朝
鮮
の
風
景
を
鏡
と
し
て
、
あ
る
い

は
こ
れ
に
示
唆
を
受
け
つ
つ
捉
え
直
し
た
日
本
の
古
典
の
〈
環
境
〉
に
、

精
神
的
逃
避
先
を
見
出
す
も
の
と
な
っ
た
。

　

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
研
究
と
教
育
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
軌
跡

を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
見
て
き
た
よ
う
に
、

高
木
の
研
究
と
教
育
が
、
満
洲
事
変
な
ど
の
戦
争
の
勃
発
や
、
朝
鮮
総
督

府
の
「
内
鮮
融
和
」・「
内
鮮
一
体
」
な
ど
の
政
策
に
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
で
あ
る
。
高
木
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
統
治
者
側
の
有
数
の
文

化
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
研
究
を
進
め
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
に
お
い
て
、〈
世
界
性
〉
と
〈
民
族
性
〉

と
い
う
反
発
し
合
う
二
つ
の
力
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
も
そ
の
理
由
で
あ

る
。
高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
は
本
来
、〈
世
界
性
〉
を
強
く
志
向
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
高
木
は
意
識
的
に
そ
れ
に
向
か
う
こ
と
を
避

け
、
⑷
の
時
期
の
『
国
文
学
の
文
芸
学
的
研
究
』
で
は
、
文
芸
の
「
超
時

代
性
、
超
階
級
性
」、
あ
る
い
は
「
永
遠
性
乃
至
世
界
性
」
を
激
し
く
否

定
さ
え
し
た
。

　

高
木
は
、『
国
文
学
五
十
年
』
に
お
い
て
、
こ
の
ス
タ
ン
ス
を
、
一
九
六
〇

年
代
の
文
脈
に
沿
っ
て
説
明
し
て
い
る
（
文
意
は
元
と
な
っ
た
「《
国
文
学
五
十

年
・
7
》
大
学
教
授
時
代
」〈「
文
学
」
第
33
巻
第
10
号
、
一
九
六
五
・
一
〇
〉
の
方
が
わ

か
り
や
す
い
た
め
、
そ
の
本
文
を
引
用
す
る
）。

　

京
城
帝
国
大
学
教
授
・
佐
藤
清
の
教
え
子
の
崔チ
ェ

載ジ
ェ

瑞ソ 

최
재
서
が
、
正

月
休
暇
の
夜
更
け
に
、
酒
に
酔
っ
て
高
木
宅
を
訪
れ
、「
先
生
達
は
ど
ん

な
に
威
張
っ
た
っ
て
僕
達
朝
鮮
人
の
魂
を
奪
う
こ
と
は
出
来
な
い
よ
！
」

と
い
う
凄
文
句
を
並
べ
て
去
っ
て
行
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
ザ
メ
ン

ホ
フ
［Lazaro Ludoviko Zam

ennof

（1859-1917

）］
が
世
界
語
を
否
定
し
て
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
思
い
つ
い
た
思
想
を
受
け
て
、「
私
は
朝
鮮
人
と
の
民

族
意
識
の
交
流
み
た
い
な
も
の
で
、
謂
わ
ば
生き

地じ

で
体
験
し
た
よ
う
な
も

の
で
す
よ
」
と
コ
メ
ン
ト（

（4
（

し
た
後
を
受
け
て
、
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─
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
今
の
言
葉
で
言
い
ま
す
と
ね
、

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
は
民
族
問
題
は
解
決
し
な
い
、
や
っ
ぱ

り
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
な
い
と
解
決
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

　

そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
日
韓
問
題
解
決
策
な

ど
と
い
っ
た
政
策
く
さ
い
も
の
に
な
っ
て
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
私
な
り
に
言
え
ば
そ
う
い
う
ふ
う
に
経
験
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

や
っ
ぱ
り
私
の
国
文
学
に
と
っ
て
成
長
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

と
、
質
問
者
に
導
か
れ
て
、
自
分
の
立
場
を
〈
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
〉
と
定
位
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
国
文
学
五
十
年
』
の
「
Ⅶ　

終
戦
を
は
さ
ん
で
」（「《
国
文
学

五
十
年・8
》
終
戦
を
は
さ
ん
で
」〈「
文
学
」
第
33
巻
第
11
号
、一
九
六
五・一
一
〉
で
引
用
）

で
は
、
戦
後
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
ム
ー
ド
に
反
発
し
て
消
極
的
、
保
守
的

立
場
を
採
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
そ
れ
こ
そ
度
々
言
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
問
題
で
す
が
」
と
注
釈
を
つ
け
つ
つ
、「
戦
争
中
に
叫
ば

れ
た
狂
信
的
な
〝
日
本
！　

日
本
！
〟」
に
も
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
的
考
え

方
」
に
も
、「
ソ
ビ
エ
ッ
ト
風
の
や
は
り
或
る
民
族
主
義
的
な
一
つ
の
唯

物
論
的
勢
力
」
に
も
賛
同
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
。

　

こ
の
発
言
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
妄
信
的
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
、〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
の
名
の
も
と
の
大
国

主
義
に
も
与
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
に
よ
る
民
族
交
流
の
可
能
性
を
、

高
木
が
知
っ
て
い
た
節
が
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
総
督
府
か
ら
縁
の

遠
い
私
立
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
学
校
の
教
員
・
椎
葉
糺
民
が
「
超
民
族

的
」に
朝
鮮
の
人
々
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
国
文
学
五
十
年
』

で
次
の
よ
う
に
言
う
（「《
国
文
学
五
十
年
・
7
》
大
学
教
授
時
代
」
で
引
用
）。

［
…
］
我
々
が
京
城
帝
国
大
学
教
授
な
ど
と
い
う
御
身
分
で
朝
鮮
民

族
に
同
情
す
る
の
と
は
も
う
一
皮
純
粋
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
は

朝
鮮
人
の
側
で
も
言
え
る
こ
と
で
、
こ
の
椎
葉
君
と
一
緒
に
来
る
人

達
は

─
今
記
憶
し
て
い
る
の
は
孫
さ
ん
と
い
う
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
の

先
生
な
ど
で
す
が
、
民
族
と
い
う
も
の
を
全
く
意
識
し
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
京
城
大
学
の
朝
鮮
人
学
生
と
比
べ
る
と
遥
か
に
純
粋
な

ん
で
す
。［
…
］

　

キ
リ
ス
ト
教
の
〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
が
可
能
に
し
た
「
純
粋
な
」

民
族
交
流
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、高
木
は〈
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
を
選
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
回
想
録
に
よ
る
限
り
で
は
、
第
三
高
等
学
校
の
学
生
時

代
に
、
船
乗
り
出
身
の
英
語
教
師
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
に
英
作
文
を
細
部
ま
で

直
さ
れ
、「
自
国
語
の
強
み
を
見
せ
つ
け
ら
れ
」（『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』

六
二
頁
）、「
日
本
の
文
学
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
に
貧
弱
で
も
日
本
の
民

族
の
一
人
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
や
る
よ
り
し
ょ
う
が
な
い
」

（『
国
文
学
五
十
年
』、『
全
集
』
第
九
巻
、
三
二
頁
）
と
決
意
し
た
こ
と
で
あ
る
。

大
国
欧
米
人
の
尊
大
さ
へ
の
反
発
と
劣
等
感
が
高
木
の
強
い
ト
ラ
ウ
マ
体

験
と
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
に
反
発
し
て
〈
民
族
性
〉
に
こ
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だ
わ
り
続
け
た
理
由
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
高
木
の
文
章
や
回
想
録
に
は
、
彼
と
同
世
代
の
青

年
知
識
人
が
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
た
キ
リ
ス
ト

教
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の

で
あ
る（

（5
（

。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
次
に
来
る
べ
き
古
典
文
学
コ
ー
ス
─

（
2
）
Ｋ
記
者
─
」（「
京
城
日
報
」
第
８
９
８
２
号
、
一
九
三
二・一
一・二
七
付
夕
刊
〈
題

字
下
に
「
十
一
月
廿
六
日
（
土
）」
と
あ
る
〉）
の
、
古
典
文
学
研
究
が
「
現
代
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ツ
シ
ユ
な
文
学
論
」
を
い
か
に
摂
取
す
る
か
に
つ
い
て
の
極

め
て
わ
か
り
に
く
い
発
言（

（5
（

に
わ
ず
か
に
感
じ
ら
れ
る
程
度
で
は
あ
る
が
、

朝
鮮
の
独
立
解
放
を
め
ざ
す
共
産
主
義
運
動
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
植
民
地
奴
隷
教
育
制
度
を
撤
廃
せ
よ
」、「
日
本
帝
国
主
義
を
打
倒
せ

よ
」、「
被
圧
迫
民
族
解
放
万
歳
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
京
城

帝
国
大
学
学
生
・
京
城
医
学
専
門
学
校
学
生
ら
が
光
州
学
生
運
動（

（5
（

を
起
こ

し
た
一
九
二
九
年
一
一
月
に
、
高
木
は
京
城
帝
国
大
学
教
授
、
高
等
官
二

等
、
朝
鮮
総
督
府
視
学
委
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
京
城
帝
国
大
学
法
文
学

部
で
は
、
一
九
三
四
年
五
月
に
、
共
産
主
義
運
動
を
主
導
し
た
李イ

載ジ
ェ

裕ユ 
이

재
유
を
匿
っ
た
教
授
・
三
宅
鹿
之
助
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、

高
木
は
附
属
図
書
館
長
で
あ
り
、
同
年
二
月
に
は
京
城
教
化
団
体
聯
合
会

龍
山
教
化
区
教
化
委
員
会
顧
問
に
も
就
任
し
て
い
た
。
し
か
し
、
高
木
は

光
州
学
生
運
動
に
も
三
宅
逮
捕
に
も
言
及
し
な
い
。

　

青
年
期
以
来
の
〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
へ
の
距
離
を
、
植
民
地
朝

鮮
に
お
い
て
一
層
広
げ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
と
い
っ
て
、
徹

底
し
た
〈
民
族
主
義
者
〉
に
な
り
き
る
こ
と
も
で
き
ず
、〈
世
界
性
〉
と
〈
民

族
性
〉
が
無
媒
介
に
共
存
す
る
曖
昧
な
立
ち
位
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
曖
昧
さ
が
、
見
て
き
た
よ
う
な
軌
跡
を
、
高
木
の
研
究
と
教
育
に
辿

ら
せ
た（

（5
（

。〈
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
や
そ

の
文
化
を
尊
重
し
つ
つ
、
国
家
を
超
え
た
連
帯
を
め
ざ
す
思
想
で
あ
る
が
、

高
木
の
〈
日
本
文
芸
学
〉
に
は
、
連
帯
の
た
め
の
明
確
な
理
論
が
存
在
せ

ず
、
日
本
と
朝
鮮
の
相
互
的
な
連
帯
と
協
力
に
踏
み
出
す
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

植
民
地
朝
鮮
の
研
究
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
大
韓
帝
国
時
代
（
一
八
九
七

年
建
国
）、日
本
と
大
韓
帝
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
第
二
次
日
韓
協
約（
乙

巳
保
護
条
約
）
に
基
づ
く
保
護
国
時
代
（
一
九
〇
五
年
一
一
月
か
ら
、「
韓

国
併
合
二
関
ス
ル
条
約
」〈
韓
国
併
合
条
約
〉
が
締
結
さ
れ
る
一
九
一
〇
年

八
月
二
二
日
よ
り
も
前
）、
ま
た
、
一
九
四
五
年
の
解
放
後
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
。

（
2
）	

吉ギ
ル

奎ギ
ュ

盈ヨ
ン

「
韓
国
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
─
そ
の
歴
史

と
比
較
─
」（「
緑
岡
詞
林　

青
山
学
院
大
学
大
学
院
日
本
語
文
論
考
」
第

44
号
、
二
〇
一
四
・
五
）
等
。

（
3
）	「
海
ゆ
か
ば
（
冬
扇
房
閑
話
�
）」「
現
代
コ
リ
ア
」
第
４
６
３
号
、
二
〇

〇
六
・
六
。

（
4
）	
日
本
の
「
国
文
学
」
の
移
植
と
い
う
視
点
は
、
朴パ

ク

光グ
ァ
ン

賢ヒ
ョ
ン「

식
민
지 

조

선
에 

대
한  
‘국
문
학
’
의 

이
식
과 

다
카
기 

이
치
노
스
케
（
高
木
市
之
助
）
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［
植
民
地
朝
鮮
へ
の
「
国
文
学
」
の
移
植
と
高
木
市
之
助
］」「
日
本
學
報
」

59
輯
（
二
〇
〇
四
・
六
）〔
本
誌
に
日
本
語
訳
所
収
〕
に
よ
る
。

（
5
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
３
６
６
３
号
（
一
九
三
九
・
四
・
八
付
）、「
朝
鮮

新
聞
」
第
１
３
６
４
０
号
（
一
九
三
九
・
四
・
二
（
日
）
付
夕
刊
〈
題
字
下

に
は
「
夕
刊
（
土
）」
と
あ
る
〉）。

（
6
）	

視
学
委
員
の
職
務
は
、「
朝
鮮
総
督
府
訓
令
第
二
十
九
号
」（
一
九
二
八
・ 

一
〇
・
二
六
付
）
の
「
朝
鮮
総
督
府
視
学
官
及
朝
鮮
総
督
府
視
学
委
員
学
事

視
察
規
定
」
の
第
六
条
に
「
視
学
委
員
ハ
朝
鮮
総
督
ノ
命
ヲ
承
ケ
指
命
セ

ラ
レ
タ
ル
学
事
ヲ
視
察
ス
／
視
学
委
員
視
察
ヲ
終
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
一
月
以

内
ニ
復
命
書
ヲ
提
出
ス
ベ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）	

森
田
梧
郎
に
つ
い
て
は
、水
島
広
紀
『
戦
時
期
朝
鮮
に
お
け
る
「
新
体
制
」

と
京
城
帝
国
大
学
』（
第
二
部
第
四
章
・
新
体
制
運
動
下
の
朝
鮮
に
お
け
る

「
醇
正
ナ
ル
国
語
」
の
再
編
成
─
近
代
日
本
の
「
国
語
・
国
字
問
題
」
異
聞

─
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
一
）
が
詳
細
を
極
め
る
。

（
8
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
３
６
５
５
号
（
一
九
二
四
・
一
〇
・
二
〇
付
）。

（
9
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
３
６
５
７
号
（
一
九
二
四・一
〇・二
一
付
）、
お
よ
び

第
３
６
６
２
号
（
一
九
二
四
・
一
〇
・
二
八
付
）
で
は
、
留
学
先
は
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
し
か
し
、
高
木
の
回
想
録
『
国

文
学
五
十
年
』（
Ⅳ
・
浦
高
時
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
へ
）
で
は
、
留
学

先
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
旅
行
先
と
し
て
イ
タ
リ
ア
を
挙
げ
る
が
、

ド
イ
ツ
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
は
留
学
先
と
し
て
言
及
し
て
い
な
い
。

（
10
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
４
０
８
６
号
（
一
九
二
六
・
四
・
六
付
）。

（
11
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
４
１
１
６
号
（
一
九
二
六
・
五
・
一
一
付
）。
な
お
、

『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
〇
巻
の
「
年
譜
」（
以
下
、「
年
譜
」）
は
、
三

月
帰
朝
と
す
る
。

（
12
）	〔
一
回
目
〕「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
２
４
３
号
（
一
九
二
七
・
一
〇
・
二
〇

付
）、〔
二
回
目
〕
第
２
４
６
４
号
（
一
九
三
五
・
四
・
二
付
）、
第
二
八
〇
九

号
（
一
九
三
六
・
五
・
二
七
付
）、
第
３
１
２
４
号
（
一
九
三
七
・
六
・
六
付
）、

第
３
４
０
２
号
（
一
九
三
八
・
五
・
二
三
付
）。「
年
譜
」
は
〔
一
回
目
〕
に

つ
い
て
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
に
「
朝
鮮
総
督
府
視
学
委
員
と
な
る

（
一
九
三
二
年
三
月
ま
で
）」
と
し
、〔
二
回
目
〕
に
つ
い
て
、「（
一
九
三
九

年
三
月
ま
で
）」
と
す
る
。

（
13
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
１
５
６
９
号
（
一
九
三
二・四・二
付
）、
第
一
八
七
六

号
（
一
九
三
三・四・一
付
）。

（
14
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
１
７
２
４
号
（
一
九
三
二
・
一
〇
・
五
付
）、「
京

城
日
報
」第
８
９
２
７
号（
一
九
三
二
・
一
〇
・
二
付
夕
刊〈
題
字
下
に
は「
十

月
一
日
（
土
）」
と
あ
る
〉）

（
15
）	「
京
城
日
報
」
第
９
４
１
２
号
（
一
九
三
四
・
二
・
九
付
夕
刊
〈
題
字
下
に

は
「
二
月
八
日
（
水
）
と
あ
る
〉）

（
16
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
２
１
６
６
号
（
一
九
三
四・
四・
二
付
）、
第

２
５
１
３
号
（
一
九
三
五・五・三
一
付
）。

（
17
）	「
朝
鮮
総
督
府
官
報
」
第
２
５
２
８
号
（
一
九
三
五
・
六
・
一
八
）。

（
18
）	

中
山
和
子
「
植
民
地
末
期
の
朝
鮮
文
壇
と
日
本
語
文
学
㈠
」「
文
芸
研
究
」

第
69
号
（
一
九
九
三
・
二
）。
波
多
野
節
子
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
文
芸
会
は
、

朝
鮮
総
督
府
学
務
局
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
（『
李イ

光グ
ァ
ン

洙ス

─
韓
国
近
代
文

学
の
祖
と
「
親
日
」
の
烙
印
』
中
公
新
書
、
一
六
〇
頁
、
中
央
公
論
新
社
、
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二
〇
一
五
）。
ま
た
、
中
山
に
よ
れ
ば
、「
総
督
府
の
社
会
教
化
に
協
力
を

目
的
」
と
し
、
日
本
人
一
四
名
、
朝
鮮
人
一
四
名
で
構
成
さ
れ
、
時
局
歌

謡
発
表
会
を
主
催
し
、「
正
義
の
凱
歌
」（
崔チ
ェ

南ナ
ム

善ソ
ン 

최
남
선
）、「
祖
国
日
本
」

（
寺
本
喜
一
）、「
従
軍
看
護
婦
の
歌
」（
金
憶
）
な
ど
の
時
局
歌
謡
の
制
作

と
普
及
を
行
っ
た
。

（
19
）	

本
稿
は
、
ジ
ョ
ン
・
ソ
ル
ト
が
、
戦
争
下
の
北
園
克
衛
を
捉
え
る
た
め

用
い
た
、
概
括
的
に
で
は
な
く
、
一
日
一
日
、
あ
る
い
は
一
月
一
月
の
活

動
を
明
ら
か
に
し
て
評
価
す
る
と
い
う
方
法
に
依
拠
す
る
（『
北
園
克
衛
の

詩
と
詩
学　

意
味
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
細シ
ュ
レ
ッ
ド断
す
る
』
田
口
哲
也
監
訳
、
第

六
章
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
流
砂
、
思
潮
社
、
二
〇
一
〇
）、
同
「
平
和
な
時
代

に
振
り
返
っ
て
鏡
を
の
ぞ
き
こ
む
と
、
後
ろ
に
小
さ
く
北
園
克
衛
が
見
え
る
」

（「
戦
争
と
萬
葉
集
」
第
2
号
、
二
〇
二
〇
・
二
）。
本
稿
の
基
礎
資
料
と
し

て
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之
助
年
譜
と
著
作
一
覧
」
を
作
成
し

た
（
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://m

anyogakushi122.w
ixsite.com

/
m

ysim
y/datebase 

に
公
開
予
定
で
あ
る
）。

（
20
）	

趙
景
達
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
勤
倹
思
想
の
展
開
と
民
衆
」
宮
島
博
史
、

金キ
ム

容ヨ
ン

徳ド
ク

編
『
近
代
交
流
史
と
相
互
認
識
Ⅱ　

日
帝
支
配
期
』（
日
韓
共
同
研

究
叢
書
）、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
。

（
21
）	

高
木
の
こ
の
発
言
に
は
吃
音
者
に
対
す
る
差
別
意
識
も
認
め
ら
れ
る
が
、

今
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。

（
22
）	

高
木
の
こ
の
発
言
は
、
玄

ヒ
ョ
ン

永ヨ
ン

燮ソ
プ

の
次
の
発
言
と
呼
応
す
る
。

　
　

�　

朝
鮮
の
地
方
色
を
出
す
映
画
と
云
へ
ば
、
春
香
伝
、
沈
清
伝
、
薔

花
紅
蓮
伝
に
尽
き
る
。
貧
し
い
朝
鮮
の
文
学
よ
。
民
族
主
義
的
青
年

文
士
達
が
朝
鮮
文
学
の
精
粋
だ
と
し
て
我
々
に
示
す
あ
の
詩マ

マ

調
な
る

も
の
を
読
ん
で
見
て
も
そ
れ
を
人
類
全
体
の
魂
を
動
か
す
に
足
る
文

学
だ
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
の
大
部
分
は
漢
文
学
の
影
響
か

ら
解
放
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
私
一
個
人
と
し
て
は
青
丘
永
言

や
歌
曲
源
流
を
読
ん
で
感
激
す
る
し
、
女
流
詩
人
の
許
蘭
雪
の
漢
詩

を
愛
読
す
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
が
世
界
的
水
準
に
達
し
て
ゐ
な
い

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
一
つ
の
萬
葉
集
も
な
け
れ
ば
、
一
つ

の
源
氏
物
語
も
な
い
の
で
あ
る
。
何
か
芝
居
を
や
る
と
き
ま
つ
て
春

香
伝
を
や
る
の
で
は
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。（『
朝
鮮
人
の
進
む
べ
き

道
』
第
一
章
・
過
去
の
朝
鮮
、
一
三
頁
、
緑
旗
聯
盟
、
一
九
三
八
・

一
二
）

（
23
）	

西
郷
信
綱
「
解
説
」『
全
集
』
第
一
巻
、
四
八
五
頁
、
講
談
社
、
一
九
七
六
。

（
24
）	

安
田
敏
朗
『
植
民
地
の
な
か
の
「
国
語
学
」』
二
〇
六
頁
、
三
元
社
、
一

九
九
七
。

（
25
）	

安
田
注
（
24
）
書
は
、
資
料
を
克
明
に
辿
り
、
時
枝
が
朝
鮮
総
督
府
の

政
策
に
加
担
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
厳
し
い
批
判
を
加
え
る

が
、
な
ぜ
加
担
し
た
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も

ど
か
し
さ
を
覚
え
る
。

（
26
）	

高
田
祐
彦
『
高
木
市
之
助　

文
藝
論
の
探
求
』
近
代
「
国
文
学
」
の
肖

像
第
5
巻
、
一
二
一
頁
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
。

（
27
）	
小
川
（
新
姓
、
小
松
）
靖
彦
「
作
為
さ
れ
た
自
然
─
高
木
市
之
助
の
環

境
論
〈
文
学
と
環
境
〉
─
」（
針
原
孝
之
編
『
古
代
文
学
の
創
造
と
継
承
』

新
典
社
、
二
〇
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
28
）	

朴
光
賢
注
（
4
）
論
文
。

（
29
）	
朝
鮮
時
代
の
高
木
の
著
作
や
、
現
地
発
行
の
官
報
や
新
聞
の
多
く
は
、

日
本
の
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館
で
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

今
日
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
、
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
30
）	

本
稿
で
は
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
の
著
作
に
つ
い
て
は
引
用
し
た

も
の
の
み
書
誌
情
報
を
記
し
た
。
引
用
し
な
か
っ
た
も
の
の
書
誌
情
報
は
、

小
松
靖
彦
作
成
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
高
木
市
之
助
年
譜
と
著
作
一
覧
」

（
注
（
19
））
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
31
）	

執
筆
者
名
は
「
京
町
生
」。
現
在
、
日
本
国
内
の
公
共
図
書
館
・
大
学
図

書
館
で
は
、
熊
本
県
立
図
書
館
の
み
所
蔵
（
第
2
巻
第
1
号
、
第
2
号
、

一
九
一
六
・
三
、六
）。
未
見
。

（
32
）	『
全
集
』
第
一
〇
巻
の
「
著
述
目
録
」（
以
下
、「
著
述
目
録
」）
は
、
題

を
「
ア
メ
リ
カ
の
鴨
緑
江
節
」
に
誤
る
。

（
33
）	

題
字
下
に
「
本
紙
夕
刊
共
十
二
頁
」
と
あ
る
。「
著
述
目
録
」
は
、
題
を

「
蛇
と
国
文
学
」
に
誤
る
。

（
34
）	「
著
述
目
録
」
は
、
題
を
「
朝
鮮
の
自
然
に
就
て
」、
発
行
月
を
五
月
と

誤
る
。

（
35
）	「
明
治
天
皇
御
製
謹
話
」
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
「
著
述
目
録
」
に
よ

る
。
未
見
。

（
36
）	

漢
字
を
礼
賛
し
た
随
筆
「
小
心
火
車
」（「
京
城
雑
筆
」〈
京
城
・
京
城
雑

筆
社
発
行
〉、
一
九
三
〇
〈
号
数
・
発
行
月
未
確
認
〉）、
第
五
高
等
学
校
時

代
の
教
え
子
を
回
想
す
る
随
筆
「
私
を
殺
そ
う
と
し
た
男
」（「
京
城
雑
筆
」、

一
九
三
三
・
七
〈
号
数
未
確
認
〉）、「
中
年
旅
情
」（「
京
城
雑
筆
」、
一
九

三
四
・
一
二
〈
号
数
未
確
認
〉）、
長
男
・
清
之
助
の
追
悼
書
『
清
香
録
』（
私

家
版
、
一
九
三
六
・
九
）。「
京
城
雑
筆
」
の
三
編
の
高
木
の
随
筆
は
原
本

未
見
（
発
行
年
月
は
「
著
述
目
録
」
に
よ
る
）。

（
37
）	

阿
部
秋
生
『
国
文
学
概
説
』
第
二
章
四
・
日
本
文
芸
学
の
方
法
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
。
な
お
、
阿
部
は
、「
日
本
文
芸
─
学
」
の
樹
立

を
め
ざ
し
た
岡
崎
と
、「
日
本
─
文
芸
学
」
を
志
向
し
た
し
た
高
木
を
対
比

し
て
い
る
。

（
38
）	

朴
光
賢
に
よ
れ
ば
、
高
木
は
、
一
九
二
九
年
一
一
月
に
、
高
橋
亨
（
京

城
帝
国
大
学
教
授
。
朝
鮮
学
）
ら
と
と
も
に
済
州
島
を
訪
れ
た
（
注
（
4
）

論
文
）。

（
39
）	

韓ハ
ン

京キ
ョ
ン

子ジ
ャ

氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、「
い
な
ど
」
は
、「
イ
オ
ド
（
離
於
島
）」

の
誤
り
で
、
公
式
名
称
は
波
浪
島
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
40
）	

朴
光
賢
は
、
高
木
の
論
文
「
民
族
文
学
と
し
て
の
記
紀
歌
謡
」（
後
述
）

に
お
い
て
、「
民
族
」
と
い
う
用
語
が
、「「
文
化
」
や
「
未
開
」
と
い
う
こ

と
ば
の
背
後
に
結
び
付
き
、
本
質
的
に
異
な
る
層
位
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
族

文
学
を
区
分
し
て
論
じ
る
根
拠
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
（
注
（
4
）
論
文
）。
そ
の
萌
芽
は
、「
民
族
と
文
学
（
済
州
島
の

文
学
か
ら
）」
の
〈
未
開
─
文
化
〉
と
い
う
対
比
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
41
）	『
内
鮮
風
俗
習
慣
の
し
る
べ
』
は
、
日
本
の
公
共
図
書
館
・
大
学
図
書
館

で
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
い
る
が
、
韓
国
国
内
の
図
書
館
で
し
か
閲
覧
で
き
な
い
。
韓
国
国
立
中

央
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、「
京
城
府
公
立
普
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通
学
校
教
員
会
」
発
行
。
そ
の
内
容
は
、
一
、
姿
勢
、
二
、
容
儀
服
裝
、
三
、

挨
拶
、
四
、
座
作
、
五
、
敬
禮
、
六
、
障
子
開
閉
、
七
、
訪
問
迎
接
、
八
、

食
事
、
九
、
饗
應
、
十
、
進
物
、
十
一
、
吉
凶
で
あ
る
。

（
42
）	

な
お
、
高
木
の
朝
鮮
語
の
知
識
は
、「
蛇
文
学
」
に
窺
え
る
。「
蛇
」
を

表
す
朝
鮮
語
を
、
日
本
語
の
「
へ
び
」
の
語
源
考
証
の
材
料
と
し
て
い
る
。

（
43
）	「
著
述
目
録
」
は
、
題
を
「
国
文
学
の
文
芸
的
研
究
法
」
と
誤
る
。

（
44
）	

小
川
（
新
姓
、
小
松
）
注
（
27
）
論
文
。

（
45
）	

植
民
地
朝
鮮
を
生
き
た
詩
人
・
白ペ

ク
ソ
ク石
백
석
の
随
筆
（
日
本
語
訳
題
「
虹

が
届
き
そ
う
な
万マ
ン

歳セ

橋ギ
ョ

」「
朝
鮮
日
報
」
一
九
三
七
・
八
・
一
付
）
は
、「
ア

カ
シ
ア
、
ポ
プ
ラ
の
影
は
美
し
く
、
高
く
澄
み
き
っ
た
空
に
雲
が
清
ら
か
で
、

湧
き
水
は
冷
た
く
甘
く
…
…
、
咸ハ
ム

興ギ
ョ
ンは
た
し
か
に
清
々
し
く
現
れ
出
た
と

こ
ろ
だ
」（
日
本
語
訳
）
と
賛
美
し
た
（
ア
ン
・
ド
ヒ
ョ
ン
안
도
현
『
詩

人　

白ペ
ク
ソ
ク石

─
寄
る
辺
な
く
気
高
く
さ
み
し
く
』
五
十
嵐
真
希
訳
、一
五
九
頁
、

新
泉
社
、
二
〇
二
二
）。
高
木
に
強
い
印
象
を
与
え
た
朝
鮮
の
風
景
に
つ
い

て
、
日
韓
双
方
か
ら
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
46
）	

朴
光
賢
注
（
4
）
論
文
。

（
47
）	

一
九
四
〇
年
六
月
刊
行
の
今
井
邦
子『
萬
葉
読
本
』（
第
一
書
房
）は
、『
萬

葉
集
』
を
「
濁
っ
た
心
」
を
清
め
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。『
萬
葉
集
』
の

〈
環
境
〉
を
「
清0

な
る
も
の
」
と
見
る
視
点
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

（
48
）	

佐
佐
木
信
綱
『
萬
葉
読
本
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
五
・
一
〇
）、
中
河

與
一
『
萬
葉
の
精
神
』（
千
倉
書
房
、
一
九
三
七
・
七
）、
武
田
祐
吉
『
萬
葉

自
然
』（
弘
文
社
、
一
九
四
六
・
九
）
な
ど
。
小
松
（
小
川
）
靖
彦
「〈
浪
曼

主
義
〉
と
『
萬
葉
集
』
─
中
河
與
一
『
萬
葉
の
精
神
』
を
め
ぐ
っ
て
〈
戦

争
と
萬
葉
集
〉
─
」（「
繍
」
第
29
号
、
二
〇
一
七
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
49
）	

こ
の
高
木
の
コ
メ
ン
ト
の
真
意
は
、『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
に
示
さ
れ

て
い
る
（
八
四
頁
）。「
民
族
」
を
、
魂
ま
で
も
「
わ
が
も
の
」
と
し
よ
う

と
す
る
の
が
「
植
民
政
治
」
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
な
お
、
高

木
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
各
民
族
の
共
存
共
栄
を
前
提
と
す
る
共
通
語
と

考
え
、
こ
れ
に
強
い
関
心
を
示
す
一
方
、
ゲ
ー
テ
の
「
世
界
文
学
」
の
考

え
方
に
は
共
鳴
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
（『
国
文
学
五
十
年
』、『
全
集
』
第

九
巻
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）

（
50
）	

高
木
の
同
級
生
で
あ
る
半
田
良
平
（
一
八
八
七
～
一
九
四
五
）
と
比
較

す
る
と
あ
ま
り
に
対
照
的
で
あ
る
（
半
田
に
つ
い
て
は
、
小
松
靖
彦
『
戦

争
下
の
文
学
者
た
ち 

─ 『
萬
葉
集
』
と
生
き
た
歌
人
・
詩
人
・
小
説
家
』〈
花

鳥
社
、
二
〇
二
一
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
高
木
は
、
良
平
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
。「
帝
国
大
学
」
の
和
歌
欄
に
、
良
平
と
上
下
二
段
を
分
け
合
っ
て

掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
、『
国
文
学
五
十
年
』
で
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
高
木

と
良
平
は
、
一
九
一
二
年
に
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
進
学
す
る
。

良
平
は
現
役
補
充
兵
と
し
て
召
集
さ
れ
、
半
年
で
退
学
。
高
木
に
は
召
集

は
な
か
っ
た
。

（
51
）	「
現
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ツ
シ
ユ
な
文
学
論
」
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
が
悩
ま
し
い
、
と
い
う
肯
定
と
も
否
定
と
も
と
れ

る
発
言
を
し
て
い
る
。

（
52
）	
光
州
学
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
趙
景
達
『
植
民
地
朝
鮮
と
日
本
』（
岩
波

新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
）
に
よ
る
。



─ 107 ─

（
53
）	

本
論
は
高
木
の
〈
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
〉
へ
の
反
発
に
つ
い
て
は
考

察
し
た
も
の
の
、
彼
が
な
ぜ
〈
民
族
性
〉
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
か
に
つ
い

て
ま
だ
十
分
な
回
答
を
出
せ
て
い
な
い
。
高
木
の
天
皇
観
な
ど
が
手
が
か

り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
⑷
・
⑸
の

時
期
の
『
萬
葉
集
』
研
究
と
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
高
木
の
教
え
子
徐

斗
銖
の
萬
葉
論
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
（
朝
鮮
時
代
の
第
一
次
資
料
以
外
）

高
木
市
之
助
『
国
文
学
五
十
年
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七

高
木
市
之
助
述
、
深
萱
和
男
録
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
中
公
新
書
、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
六

高
木
市
之
助
『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
～
第
一
〇
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
六

～
一
九
七
七

【
付
記
】
本
論
は
第
31
回
戦
争
と
萬
葉
集
研
究
会
（
二
〇
二
二
・
八
・
三
）
の
研
究

発
表
に
基
づ
く
。
本
論
の
資
料
収
集
に
つ
い
て
は
、
韓
京
子
氏
に
格
別
の
ご
厚

意
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
こ
ま
つ
・
や
す
ひ
こ
／
青
山
学
院
大
学
教
授
）


